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1.高校段階年令青少年教育の問題を
どのように考えるか
1.1. 高校段階年令青少年教育の問題を取上げた理由
くある地域において，中学校卒業後の青少年を，どんな'性格をもった教育機
関に収容していったらよいか。その規模はどうあふたらよいか。その配置や教
育形態はどうあることが望ましいか。〉 、
こんな問題を， 一定の地域で高等学校をすえて，高校段位?年令j碍の青少年を
教育のなかに組みこんでいくしごとを，総合的にやることが県立教育研究所で
とりあげられ，く高等学校教育立地研賓〉主よんできた。
この研究は，高等学校を対象とした産業教育の，総合的な計画を考えていく
ばあいに必要な，基樺研究の発展したかたちでとりあげられたものである。昭
和28，29年度に，主として県内高等学校卒業者の量的需要の将来が，どういう
変化をたどっていくであろうか，ということを推定するしごとをおこなってき
た。(注1)このしごとをさらに進めたかたちで，高等学校の立地事情を具体
的に考えてみようとしたのである。(注2)
この問題は，企県で概観するとともに， こまかい密度をもった調査をなさね
ばならないために，特定の地区における研究を必要とした。そのため，昭和3(}-
年度から県立巻高等学校.'巻農業高等学校のおかれている西捕原郡地区をモデ
(注1) 昭29.6，産振法に主主く く産業教育総合計画作成>の一線として，県立教
育研銃所が中心となって作成したく高等学校職業線程定員計画樹立のため
の基礎研究>く高等学校の現状分析>く新潟県産業の分析>の三郎作に
くわしくのべてある。
〈注2) 昭31.3. 30先行所報第8号 く高等学校教育立地計画の研究>に，調査
の基本構成をくわしくのべてある。
〈注3) く勤労者少年の教育編成に関する誠主主>はt昭和30年末から県立教育研究
所と国立教育研・究所との共同研究としておこなったものである。この調査か
らえられた資料は，高等学校教育立地研究にカづよい観点を与えてくれた。
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ノレ調査地区としていらび，ここの高等学校のいれものの大きさと，その大きさ，
に実質を与える総合的な地区の教育編成のありかたが具林的に考支ることによ
って，学校や課程がどういう性格と役割をはたしていかなければならないか，
たま中学校の守ー業生を，どれだけの関口で収容していくことがのぞましいか，
勤労青少年のためには，どのような教育を与え，どのような教育機関に収容し
たらよいか，などを考えていこうとしているのである。
これからのべようとする内容は，高等学校をすえた総合的な教育編成の計画
のうち，高等学校の年令段階の教育が，各町村の背少年に必要な教育の実質を
どれだけも勺ているかを，く勤労青少年の教育編成に関する実態調査>C注め
の事例の中からとりあげ，農村青少年と農村の中心的IJ、都市における青少年の
生活構造と教育編成上の問題点を指摘して，立地研究のープロフイ「ノレといた
したい。
1.2. 高校段階年令青少年の教育上の問題点
本県中学校卒業後の青少年がどのような進路をたどるかについては，く中学
校卒業生の進路の決定に関した問題〉の項で，本県における問題点にふれて
おいた。それによると1. 本県中学校の卒業生は毎年5万以上を数え，そのうち
金田制寓校進学者が30%内外あることになっている。いま昭和28年5月卒業生
の進路を例にとって，高校段階年令青少年のうち，勤労腎少年教育の笑態を概
観すると次のよ』うになる。
，. 1 .表 昭和28年3月巾学校卒業生の進路〈昭29.7.1現花〉
判進P|就ド|雲誌を|無業者|死亡者|不群合計
) I (b) 1i-( ~)"o) l (d) I (e) I (f) I (g) 
{9S，6832)人I1隣人|(11.3¥ 132人|
(28.1) (59.0) (3.8) 切~ I 
16%7 |湖|(3Ul (1D.8) 
〈県教育庁調査課昭和29年度教育調査資料第7集より)
-1羽一
(012ぶ2人1|(21020刈8人
mln 
(0.5¥ I (100.0) 
定時制進学者は約3800名を数えてはいるが(全国に比較して本県は定時制進
学率が高い)全卒業生の約58%が高校教育の機会に恵まれず，勤労青少年を全
体主して眺めると，彼等に刻する教育は，義務教育を境に，ぁ、まりにも低い状
態にあるといっても過言ではない。このことは，定時制進学者が金勤労青少年
の11%余りであることをみればわかる。しかもこれらの進学者ば，比較的入学
に恵まれた環境におかれている人達であって，入り得ない大多数の勤労青少年
こそが問題であろうと思われる。それは，定時制高校の数を増せば事足りる問
題かといえば扶してそのように受取れないものがある。そこに勤労青少年教育
のむつかしさが存在しているといえよう。
高校段階年令青少年届のうち，このような勤労背少年の教育を考えるよで核
心となる問題は何でらろうか。教育というと，すぐ，学校教育がうかんで・くる
が，勤労青少年に，従来行われてきたような学校教育方式ゃ，社会教育方式を
そのまま行う ζ とで事足りるのであろうかp そのような教育で，現在の勤労青
少年教育の課題が解決されるとすれば，道はまことに簡明であるが，遺憾なが
ら問題はますます未知数となってその解決を迫られているように思われるので
ある。少くとも，彼等の教育を考える場合にいえることLは，勤労とその生漏を
中核として，彼等の現実的な必要とその要求とに即応した，多様にして一貫し
た教育体制を樹立することにありはしまいか。それには，まず勤労青少年の生
活と教育の現状を総合的に分析調査し，問題の所在とその原因を明らかにしな
ければならない。1.1衰のごとく，本県には毎年，高校教育に恵まれない青少
年が4万内外社会へ出ている。勤労青少年の教育は，これら学校へ行けない背
少年・を救済するというよりIま，その生活にかなった教育方式を確立してやるこ
とでらって，それなくして勤労青少年の教育を論ずることは意味会なさないと
すら思われる。
高等学校教育立地の研究は，このような広い基盤の青少年教育をも合めて考
・えられ， 西蒲原郡のモデル調室地区では高校段階年令青少年の教育を総合的に
取上げているが，由来西絡原地区は，県下でも高校進学率の極めて低い地域で
あり(注4)勤労青少年教育の問題にも大きな課題をもっているのであって，
それらの根源を検討することは意義深いものがある。
(注4) 第4章.4.2の注1でふれてある。
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校高段階年令青少年の生活事情と教育事情
西蒲原郡地区の概観
2. 
西蒲原郡の地域性
西蒲原郡は，71<閏単作部門で県下の代表的地域といえる。 2.1図は昭和25年
国勢調査の結果からのものであるが，この調査時には現燕市も入Jていたので
2.1. 
工業部門にかなりのプラスとなっ1て現われている之はいえ， 14才以上就業者を
みることによって，いかに多くの農業従事者がいるかがうかがえる。
このような純農村地帯を構成している農家をみると，農家声数は16，208戸で
経営耕地面積の広狭別にみるι，最も多いのは2'-';)町の閣で全体の25.3%を
しめている。 1.5田J以上の農家が48:2%もあり，県下での大規模経営を示して¥'，、
るのが特色で，これが郡下の青少年の運命を左右しているのである。また専業
兼業別にみても10，277戸 (63.4%)が専業農家であるととも，穀倉地帯の名に
ふさわしい笑態であろう。最近はこれら農家の経営が機械化されてきており ，
動力耕転機の使用状況をみても， 新潟県は福岡県に次いで全国第2位にあり，
県内では西蒲原郡が圧倒的に普及率をしめしている現状は，7.K回単作農業経営
(注1) 
西蒲原郡における産業大分類別一般世帯数
および14才以上就業者の割合(昭25.10. 1) 
の変貌を物語るものである。
2.1図
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1.2表 西蒲原郡経営耕地面積広狭別農家数 (f沼28.10)
突数F翻 11-3反ド5反15-1町|川町11-5-2町12-吋3-5町|
γ |刻 13122122j割引 2|
・良家二・三男実態調査による。-例外規殺良家22戸をふくむ。
-1.32-
(注〉
2.2表 西蒲原郡専業，兼業別農家戸数(日召28.1の
防L? 主官 3長|総 数 導 業 策 一 兼 計-
突 10，277 3，928 2，004 う，932
う4 (J9.4 ~".!J 12.3 36.8 
〈注1) 動力耕転機所有台数昭和31.10.15現在〈県農業改良税調べ〉
郡 ・市 !頼判中蹴|西頚城|北魚沼|南魚沼!中魚沼!メIJ羽|三島|古志向清原
所有台数 1 111 6541 611 ，1571 叫 1551 3011叫刈 1.057
郡 ・市 |北蒲原|中部隊|西部原|東蒲原|岩船 |峨|新潟 | す十
附台数 I7判1，352L2，刈 川 判的41 8，905 
2.2. 高校段階年齢青少年の生活事情と教育事情の概観
このような地域の青少年が，どういう生活事情や教育事情のも とに育ってい
るのかをく勤労青少年の教育綿成に関する実態調査〉の中からひろいあげ，
郡内青少年の生活事情や教育事情を予測する手がかりとしてみたい。
まずはじめに，この調査において対象2こなった青少年の数を，各中学校別に
把握すると2.3表のようになる。卒業生徒数のうち，全日制進学者は調査の対
象にならなかったので，定時制進学者を含めた勤労骨少年金数5，514名が被調
査者に該当したわけである。このうち，調査票回収が4，1941;(76%)で，こ
れを本人の職業別院家業別に在，離町村の内訳でみたのが2.4表である。
2.3表 高校段階年令層の勤労者少年数 (豪華霊堂E誤認宮中)
主持緑色せ竺|巻|柑|浜松岩室|和時間|漆山|曽郷|内野|黒崎
卒業生総数1.00!町朝拍押制的創43w|
一一一一一一一
全日制高校進学者 389 1301 981 1291 931 3071 541 i 821 1881 188 
一 一一一
61 61 101 11 541 221 651 741 109 
年少 非進学青少年数 民う 2801 3891 3621 2501 50ヲ 59915671 6261 970 
労計 6122861 3951 3721 2541 5631 6211 6321 7001 1，079 
一 一 一 一 一 一
-昭和26，27. 28， 29年度不業生，昭和31.1.30日調査資料
.勤労苦少年の教育編成に関する突態調査よる数
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工nI
1.7うB
5， 
在町村者3，124名と，離町村者1，074名は，犬数的には 3<1の割合主なり， 75 
Zの青少年が町や村に居残っているわけである。これらの青少年がどのような
産業の中に入って生活しているかを考察してみ上う。2.4表でみられるとうり，
在町村者の57%は農業に従事し，17%が第2次産業， 18%が第3次産業従事者
となっており，離町村就職者では第3次産業に62%，第2次産業部門ヘ31%就
職している。
2.4表 高校段階年令青少年の動態(械業別在離町村状況〉
広元安ぞき|農業 !漁業|工鉱商サ |割以運|無職|不明 1-計 1%
差益 1.6(3864 ) 13 1318)1 ; 14 
-J02422は!1 M 6 
2 2 1.783 57 
患ー (1) (11): (笥 (2) (1) 一 (56) (5) 
工 鉱 151 6 221 85 9 28 2 531 17 」当2_(堕)←1堅)一」竺) (3) (6) (2) _(空白.QD 
商 158 4 1131 229 11 16 2 574 18 
事4五氏ぞ、 (258) (5) (154)1 (168) (10) (23) (4) (6伊)(62) 
?台i、E 491 51 621 651 34 10 7 41 2361 8 
_ (1)一一一一←_(?)一一月-J12g8 「 1(131 (180)|1l(i3，O(1272414 ) (2) 
言十 2(4，O6482) 284343ヲ31 12 36 1瓜J(2)1 (25ヲ)1(217)1 (59) (13) (32) ，)1 (1，074)1(100) 
-昭和31.1 .30日現在
・( )外I~在町村者， ( )内は離町村者
・3.3表の対象者中調査回答者4，193名の内訳を示す
地域に残るものと出ていくもののすう勢がこれで大体わかり，居残る者の生
活もかなりはっきりしている。しかし，職業生活が社会生活の中心となって営
まれる以上，職業こそすべての基盤であるともいえる。青少年の思想や感情も
職業を通して育てられる O.そして，将来の運命に大きな力を加えるものも，現
に従事している職業であろうと思われる。その意味から，この調毛筆を通して職
業による青少年の生活類型を考えること ~ζLtこ。農業従事者といっても，自営
者たらんとする者と，将米は他に転じなければならぬ者とでは，物のみ方，考
え方7こ根本的に相違があると予想されるのであるつ生活型態が異ることによっ
て，生活感情や希望にもそれぞれ具体的な相異をもつだろうという ことであ
り，様々な生活類型の青少年をとらえることによって，その'地域の特色を知り
さらには，それ等青少年の教育をより具体的に展開する手がかりを得られるも
のと期待している。
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青少年の生活類型のわけ方は"いろいろの手法が考えられる。こうだという
た定まったものはない。ここでは，便宜上つぎの分類によるこどとした。
A型・・本人の職業も家業も品業で，設業相続型青少年である。将来は農業自蛍者た
らんとする者で，ー応自活型青少年といえる。 I， 
B型"..A型問機，本人の職業も家事長も操業であるが.二・三男女であるためやがて
他に家，をもち，可決をもたねばならない運命にある者で，これをアルメイト型
青少年〈抱え込み型青少年〉とよ、んでいる。
C， D， E型・・・・商工育少年をきしている。しかしその中にもいろいろある'0
C， E型・・・下宿型商工青少年(通勤自向性絡をもっ〉
¥C型は家業が炭喋であるか，本人は商工育年を志しており，労働型態は通勤p
という形をとっているものが多い。
E型は家業も商工業で木人も陶工業に入っており，二・三男女贈で通勤者が
多い。この;なl米で， C， E型ともに家は借の指，すなわち下宿的性格にある
といえる。
D型・・・自覚商工青少年，本人の職業も家業も商工業で相続型である。
以上の生活類型によって，在町村勤労青少年を中学校ごとに分けたものが，
2.5表となる。 2.2図は，2.5表を頭積比の帯グラフに表したものであるが，これ
によって，各中学校地域における高校段階青少年の生活類型の大路全把撞する
ことができるであろう。 B型青p少年の多い学校地域は，抱え込み二・三男を多
数在村させていることになり，巻，吉田，内野のような農村地帯の中心的小都
市には，それなりに商工青少年の数がみられる'のである。しかし，これをみる
ことのみによっては，その地域の内情はつかみ得ない。各類型内の職業を分訴
したり ，離町村者との割合や，親の世代と青少年の世代とで，職業構成がどの
ように変ってきているのか，といった問題にー歩ふみ入って いく必要があら
れただ，青少年の生活事情や教育事情を深めていく場合，このような類型で
みることに根本的な意味があり，有効な結果を期待できるということである。
以下の記述に，この数が基本となって貫いているのはそのよ うな理由によって
いる。
つぎに，とのような青少年がどんな教育を受けているのかを2.6表でみてみた
い。中学校卒業校，何等の教育をも受けていなし、青少年が，半数に近い48.7%
主おることにまず注目したい。次に多いのは青年学級の18.8%であり，定時制
が12.4%をしめて，各種教育(和，洋裁の教育や，技能者養成のための理容学
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2.5表 各中学校生活類型別在町村動費青少年数
iま1Jli B 1 C 1 D E その他 1 計男女男女 女男女男 男女男女官十(%) 言i-(%) 男言十(%) 計(%) 計(ー?の女l 計(%) 計 (矧
231 91 141 471 111 28161 11 141 81 9691 107i 
浜松
32ロ8.2)61(g4.η 39(22.2)6(者.3)21(11.9)17( 9.η 176 (100.0) 
Mf91 81 71ls[lol 21 11 71 51 51 121M IW8 
峯 l岡
33 (19.2) 79μ8m28 (，16.3)3 ( 1.5)12 ( 7.0) 1 i7(10.0)1 172(100刈
岩室 351 71 211 1121 91 121 61 211，' 91 51 21 η|1日
42 (17.5) 133 (55./;)21 ( 8.8)1 8'(8.8)10( ，402)1.'26(10.8)240 (100.0) 
301 21 1ラ1 431 301 17判 71511 751 121 361 16うI 18C 
巻
32( 9.幼 児，(1IJ.8) 47(13.6)1 34( 9，9)126(96.司 48(13.9)Mラ'(100.0)
61) 101- 631 1'131 101 101 41 11 7) 111 51 241 1501 叫
漆山 一二ごし一一71 (20.3)206(59刈 20(5.7) 引 1.4)18( 5.2129( 8.3)1 349(100.0) 
181 21 19! 日~ ~ '~ ~ ~ ~ 1~ ~ 14 明| 悶
和納
20(12.7)77(48，7) 115( 9.5)1 6( 3β)24(15.2)16(10.1)1' 158(100.0) 
カ:1 51 171 78司 512オ 1 5411001 51 271 1501 215 
吉田
37 (10.1)1 95 (28刈 18，(4刈 29(8.08)|i 154(42.2)132( 8.8) 365 (100.0) 
481 10 吋 1231 201 121 171 81 271 361 111 321 1661 221 
曽郷
58(15.0)166(42.9)32 ( 8.0)1 25 ( (Jめ 63(16.3)43(11.1)1387(100.0) 
内 野
181 31 211 33j 351' 131 291 3j' 461 761 171 41 1661 ω 
21 ( 6.0) ラ4(16.0)1 48υ4.3)1 32 ( 9め122(96.め 58(17.8)335(100.0)ι 
701 22 同23313ラI 61 141 31 311 491 121 391 2451 3 
黒埼
92(15刈 316(52刈 、41( 6.9)1 17 ( 2.8)8O(18.4)う1( 8.8) 1 597 (100.0) 
判 791 3判例111881121叶二同割F当初開三由局 821 2551 1 ，3071 1，817 
前-
438 (1.M)11 ，245 (39.9) 1309 ( 9.9)165 ( 5.3):630 (20.2) 1337 (10.8) 1 3.124 (100.0) 
校，看護婦養成機関等に入っているものをふくむ〉の15%に次いでいる。との
ようにみてくると， 勤労青少年の教育は，青年学級， 定時制および各種教育の
三方面に但られており ，この中の各種教育も女子の和，洋裁教育が大部分をし
めている状態マある。定時制教育については，巻農業高校に中心校があり，曾
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2，2図 各中学校生話類型別在町村勤労青少年の割合
A 8 C 0 E ￥o11E 実弘
主央 ぜ公 l I B I':，~こ1 以L3_~':'}~L:;，T2守 131 12 1 10 1 (1ワ6)
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主 町 ! Jけ0 ト粍伝写三門ワ沿 &々釘、三:い古川川y止バtバ刈;ヨJ5副r~T;-'一 F 4臼~ 'iq I (365) 
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営郷 | 15 即日以 :~'J::，L(U以日};Jà-γ占 1 M fノlI (38竹
内野庁l!?常任17E〔ご二五 f-iaI (ま35)
烹崎 | 15"fぶ::.(;/t\::;，時1-' ~:~，~;，Y，l~，~iI.~t~J7'1:1 13 "-片 1(59ワJ
計 l 件 i07守矢幻υ、~:.;:~:{ぷ川F
.ク。ラフ内申謡史字はノ、・ーセ〉トをあhわす
郷，吉岡，内野，黒崎中学校に各分校が設置されており，勤労青少年の福音的
存在となっている。青年学級については， 10中学校地域に31機関を数え，青年
学叡が農村を基盤にして誕生したことを如実に物語るかのように見える。この
他各町村に同志的結合からなるヰHクラブがみられ，農事研究に専念している。
このように概観してまずいえることは，西蒲原郡では，農業管年のための教
育があまり行われていないのではあるまいか之いうことである。半数に近い青
少年が義務教育を限度としておき忘れられていることが，その事実を示してい
2:6表 在町村青少年の教育状況 (2，4表の在町村対象青少年〉
計
3，124 
-同一人が青年学級と各種教育の両方をうけているというようになっているので，
在町村者の実数3;124名よりふえている。
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はしまいか。さらに，定時制や青年学級が35子の1に近い青少年を吸収してい
るが，これらの青少年がどんな教育をどのように受けているのかを明らかにし
なくては，真の教育が行われているかどうかはわからないっこれからの各章に
おいて，その事実を分析し，それに即して教育編成の好ましい方向を考えてみ
Tこ)，、。
3.純水田単作農村ぐ漆山地区〉と
出稼農漁村〔浜松地区〉
ここでは，純水田半作農村としての漆山地区之，出穣農漁村としての浜松地
区をケ スーとして勤労者少年の教育編成に関する問題点を考えていくことにす
る。
3.1. 漆山地区と浜松地区の産業構成 '
漆山地区は，西蒲原王子野のほぼ中央に位置し，旧巻町に隣りあっている純水
，田単作農村である。地区の産業構成を3.1表についてみると，農業世帯がおよ
そ74%で，14才以上の就業人口でみると，農業人口が81%をしめている。農業
以外の産業では，工事製造業世帯が8.2%，商業サ lピス業世帯が7.7%，公務
昆由業世帯8.7%， 運輸遥産業世帯1.8%というよ うになる。
3.1表 漆山地区， 浜松地区の麟構成 (A352議~) くん和2う 1仇〉
Lbd竺L側 、漁業 |議議院lsdi喜劇
問数げlz;1l zl fj!?;lfi l i;ぉ
漆山地区
1実数|判 ~] オ1 17 1 1 2t; 人 口%1 80.81 0.01 6.1 5.75.81 .21 1 0.31
I ~*~ I 期 l Z111zlzii2914|||1m 浜松地区 世帯数 % 1 66.~ .'2  13.1 18.21 '2.810.4 0.0 
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また， 経営規模別農家護士をみると3.2表のよ うになり，専業農家としてなり
たつ規模を一応1町5反以上とみると，そのような農家は，農家全体の46%を
しめていて，経営規模の大をい世帯が多い。
経営 規模 別農家数 C昭和28年10月〕
広玄す旦竺:1よ需)3号E15hl1ZEllTZi2TE142 i計 一
漆山地 区174 4 4 214 z;i zl f 0.0
浜松町71ヰヰヰニ;lzlzl1官21100.0 
浜松地区は，I日角田村，松野尾村からなりたつ海岸沿いの地域で，農業世帯
が66.2%，また，農業人口でみると6.8%をしめており ，全体として農業世帯の
多いということになるがその規模をみると， 1町5反以上の農家は24.8%にす
ぎず，全体として小規模農家の多いことがわかる。
農業以外の産業では，商業サF ビス業，工鉱製造業1貨幣が多く，漁業f甘:帯は
1.2%程度にすぎず，漁村としてのおもかげはほとんどみられない位に漁業世
帯は少なくなっている。
3.2. 両地区における勤労青少年の産業構成
昭和26，27， 28， 29年の4か年における両地区の中学校卒業生総数は， 3.3表
に示してある通りで，漆山地区では675名，そのうち，全日制進学者54名で全
体の8%にすぎない。また，浜松地区では，493名の卒業生中，全日制進学者は
98名で，全体の20%となり，両地区ともに勤労青-少年が極めて多いということ
がわかる。これらの勤労青少年について全数調査をした結巣の回答数は，漆山
地区では434名， 64%，浜松地区では301名， 61%であった。以下においては，
特にことわらない限り回答された調査票の結巣についてのベる。
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3.2.1.在職離村別勤労青少年数
両地区における全日制進 33表 勤労青少年数〈全数調査による〕
学率は，前述の通りで，漆
山地区では8%，浜松地区
では20%ということになり
全県的にみるといずれも低
い位置にある、中学卒業後
置ちに社会へ送りだされる
生徒は，漆山地区では，卒
卒業生総数
全日制進学者数
勤宥 定時制進学
少 非進.学
労年 計
君事山地区
674 
54 
22 
599 
621 
浜松地区
実数I% 
1001 
ro 
Jーっ 12 
79 
39う 80 
業生総数に対してその92% 3，4表 在村，離村別勤労青少年数
浜松地伊てでは80%というよ ー
うに，極めて多いことがわ
かる。掴答票によって，在
村，離村の状況をみると，
3. 4愛のようになって，漆
しているということになる。浜松地区では，離村者が比較的に多く ，男子は，
卒業主主金体の55%.女子は28%が離村している。
3.2.2. 離 村者の離村先と職業
まず，離村者の行く先と職業についてみよう。離村者の行く先は3.5表の通
りである。
離村者の離村先
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1 cn ~ 148 1 2 1 1 53 1 2 2 
|男子 l-YU . "" .. {i4l 同
浜松地区ト一一|マ今守色 A 門 卜一 一
|女子 l'ゐ，1 ... --" :/I¥¥t 
f I (40:1 
(注) ()内は績の%を示す。
3.53長から，離村先さは，県内と，関東地区，特に，京浜方面であることが
わかる。しかも，県内は，近隣市町村に限られており，京浜方面では東京が大
部分をしめているυ また，従事している職業は3.6表 のようになる。
3.6表 離村者 の 職業
漆 II 地 区 浜 時tk 地 !ヌ.
男 寸ー 子 男 子 | 女 子
長業農業予(明 |設業 4 仰 )I |民業 1 (2%) 
大 工 (3) 洋 服仕立 (1) 洋服見 習 (2)
仏 (.2う6) 左 官凶暴ω (5%) 
畳 民 (1) 石工(1)
Fリー ニγグや ?!lJー ニ
(2) シグや(3)
靴屋(1) • 
職人 援物屋(1)
印房(1) (l~司
洋 服(2) 1・
毛編類(3) ， 
テシトカ
ーテy(ll
計 7 (18労1 計 42 (52%l 
工 民 (1] 宅 施 盤 ヱ (2)
鉄工加工 (1) 自動車修理工仙
】岡
良材兵修盟工 (1) 工 只 (6)
特殊ローラーヱ 製 管 ヱ (1)工 員
(1) ガ ラ ス工 (1)
印 刷 工 (1) 選装工 (1) ， 
計 ラ(11則 | 計 15仰 ;I 
理 叫 飲 食脂 (5)l 商 ω)
そ li や (2)I (内浴場女中仰) 漬物販売 (1) 給 事 (1)
商業 魚
.や (2) 牛 肉 や (1) 写 真 や (3) 理 髪 (1)
サーピ 会 メラ販売 (2) 議: 務 員 (1) 医療器麻 売 (1) 料 恕 や (1)
7，業. 風 呂 や(到 着 愁 矯 (3) 薬 品 販売 (1) 女 中 (2)
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ラジオ販売(日 美容 師 (2)I自転車や (3)I会 社i1ll
料 理 屋 (1) 食 堂w
食品販売 (2) 庖 員 (3)
なっとうや (1)
計 18 (何)I 計 33 (切)I 計 14 (附)I 計・ ， 25 (59%) 
山)叫 性)ロ 側仰)I および 側 (9$%)
不 明
計 44仰)I 42 (100%) I 83 似)I 42 (100%) 
男子についてみると，漆山地区では，大部分が商業サーピス業関係の所謂庖
員でしめられており，浜松地区では庖員と職人でしめられている。しかも職人
の犬部分は建築関係の職人で;bる。近代産業に従事しているものは，漆山地区
では，およそ1j剥，浜松地区で約2害[程度であるιそれも小企業であって転出
Lた之はいえ安定した位置ずを方とはいわれない。
女子は，殆んど大部分が商業サーピス業関係職業に従事している。漆山地区
では女中になる者が極めて多い。特に浴場女中が多い。浜松地区では行商者がe
極めて多い。いずれも結婚までの職業としている者が殆んど大部分で，安定し
た位置ずき方ではない。
3.2.3. 在村者の家業別職業構成
前節では，離村者の離村先とその職業をみてきたが，その結巣から彼等は現
在の職業に必ずしも安定した位置ずき方をしているとはいわれない。それでは
在村青少年はどうであるか。ギf.村青少年の家業別職業構成は3.7表の通りであ
る。
3.7表
男
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?
玄 Ii向、 雪長
工鉱製造業
商， γ ピース業
平|そ の イ也
計
(主〉 ( )内は%を示す。
漆山地区についてみると，男子では85%，女寸しでは81%が農業従事者で，一
・三次産業従事者は少い。また，農業従事者は殆んど農家出身者である。
浜松地医についてみると，農業従事者は，男子，女子ともに全体の55%，大
休半数をしめている。農業従事者の家業別をみると，漆山地区同様に大部分が
農家出身者である。涙松地区で二・三次産業従事者についてみると，男子は工
鉱業に25%，女子は商業サーピス業に38%というiうになる。男子の工鉱業は
主として建築関係の職人であり，女子の商業サーピス業は出稼形鵡をとってい
る行商であるのこれらの青少年について詳細な職種は後々のべることにする。
(3.13表〉
3.3. 在村農業青少年の運命
ここでは，在村青少年のうち，特に農業青少年の巡命について考えてみる。
3.3.1. 長男， ニ ・三男別青少年数
前節において，在村背少年は，漆山地区ではその大部分，浜松地区ではおよ
そその半数が農業に従事しているということが明らかにされた。これらの斑業
青少年について，その生活事情と教育事情をみていくこ とにしよう。まずこれ
らの青少年は農業に正しく位置ずいているのかどうか。
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農業青少年を一長男，ご
，三男別にみると 3.8表
めようになる。漆山地区
についてみると，三・三
男は51%，二・三女は83
%C家をつがない者をみ
る).誤松地区では，二
・三男は38%，二・三女
は84%というようになる。ここに，二・三男女は将来他に生活設計をもたなく
てばならないわけで，現在は農業に従事してい，ても，農業に位置ずかない遂命
をもっ。ている。乙のようにみてくると，農業青少年の中には農業に正しく位置
ずかない青少年が相当に含まれているといラことがわかる。
3ふ2. 家業が農業の者の経営規模
前節では，農業青少年の中には，将来ともに農業に位置ずいていく者わそ
ラでない者のいることが指摘されたが，この両者lと，農業経営規模の開に何が
関係があるのかどうか。いま，家業が農業の者の長男，二」三男別経営規摸を
みると 3.8表のようになる。
3.9表 家業が農業の者の長男女，二 ・三男女別の経営規模(漆山地区)
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3.9表 家業が農業の者の長男女，二・三男女別経営規模〈松浜地区〕
漆山地区の男子についてみると，長男は，ほとんど農業自営者として立つも
のとみてよい。農業を離脱したものは，離村を含めて僅かに5名でああ。ただ
し，離村が1町以下に集まっていることから考えると，現在農業の4名は必ず
しも農業自営者となりえないかもしれない。二・三男になると離脱者が約告に
遷している。村にいて二・三次産業についているというよりも離村してしまう
ものが多い。また，出稼をする者も長男の場合よりも多くなっているのしかも
離脱の傾向は経営規模の大小にかかわらずみられる。こうみてくると，ニ・三
男はほとんど大部分，いつかは農業から離脱すべき運命にあることは明らがで
ある。
浜松地区の男子についてみると，長男のうち，およそ占は農業を離脱してい
て，漆山地区にくらべて離脱者が極めて多い。それも村にのこって二・三次産ー
業につく者は殆んどなく ，大部分が離村していく。二・三男についてみ'ると，
およそ80%が農業を離脱している。離脱の傾向としては，離脱者のおよそ労が
村に残って二・三次産業に従事し，4;5が離村していく。村に残る者では，経営
規模1.5町未満句者が多く，離村者は経営規模の大小に関係なくみられる。こ
のようにみてくると，二・三男はa漆山地区の場合と同様に，ほとんど大部分
が，いつかは農業を離脱すべき運命にあるとみみられるc
つぎに，女子にういてみると，長女は両地区ともに殆んど全部農業に従事し
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， 
ていて農業自営者として立っていく者とみてよい。、三・三女についてみると，
両地区ともに経営規模に関係なく，農業に従事してる者が極め，て多い。ニ・三
次産業に従事している者は，漆山地区で‘は経営規模の小さい農家の子女に多い
のに対して，浜松地区では，経営規模に関係なく ，二・三次産業に従事してい
る。これは前に指摘したように，行商がその主な内容である。女子の再生村者は
殆んど二・三女に限られており，比較的，経営規模の小さい撞家の子女が離村
している。
3.li.3. 年度別離村の全体傾向
農業からの離脱と長男，二-・三男月Jjおよび農家経営規模の関係を前節でみて
きたが，ここでは，離村の全体的な傾向を年度別にみてみよう。 (3.10表〉
3.10表 年度別離村の傾向
男子女子 子女子
、
漆山地区車I両浜松地区
29%12咋|吋2停四年12昨127件6$l29$!28~127年126年判2昨吋26年
在村 31 61 ヰラ 雪1 44 21 14 23 11 20 20 29 38 
離村 8 91 111 15 7 9 12 14 26 21 1ラ 21 11 14 6 1J 
一 一 一一
言寸 391 48 ぅ3 ラ3 68 52 63|124ラ.08 47 35 38 32 31 34 35 49 
離村%1 20.51 15，.7i 20.8128.7110.3117.319目0124.0155.51 60.0139.118.01 35.514t.OI 17.2122.0 
漆山地区の男子について離村の年度別傾向をみると，年度が古くなるほど離
村の割合が多くなってきている。このことは，漆山地区の女子についてもいわ
れる。年令が高くなるほど離村者が多くなることを示している。すなわち，か
かえこまれた青少年が時聞の経過とともに少しずつ書院「していくわけでおる。
ところが，浜松地区ではどうかというと，全体としては離村者が漆山地冨よ
りも多いのであるが，男子についてみると， 27年度の比率が少しさがっている
ほかは，年度が古ぐなるほど離村者の比率が大きくなっている。しかし，女子
についてみると，必ずしも，そのようにはなっていない。逆に，年度が古くな
ると離村者の割合が沙くなっている、。このことは3.6表により，離村女予の職
業をみれば明らかなように人行商従事者が多いので，これらの青少年はやがて
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また村にかえってくることを示しているとみることができる。
3.3，4. 農業青少年の生活設計
それでは農業に対して，これまでにのベてきたような位置ずき方や事情にあ
る農業脅少年は，現在従事している職業に長くついていたいとしているのかど
うか。その生活設計をみることにしよう。生活設計は，3.1表のよ うになる。
3.1表 現在の仕事についての設計
長
の%を示す。
漆山地区男子につい
てみると，長男は95%
が継続意志のあるのに
対して，ニ・三男は一
生の仕事として続けて
いきたいとする者は1"4
%にすぎない。すなわ
ち，二 ・三男は明瞭に
本人自身が農業を離脱 ，
していくこ2こを考えて
いるのである。
浜松地区の男子につ
いてみると，長男は74
%が農業継続意志をも
っているのに対して，二・三男の場合は漆山地区と異り，特に農業を離脱して
いきたいとする者が多いという結果はみられない。浜松地区の荘村二・ 三男は
漆山地区にくらべて絶対数において少い関係もあって，はっきりした傾向は，
との資料からは明らかでない。以上により，両地区ともに二・三労で一生農業
をつづけていきたいとしている者が，若手，みらられるが将来農業でやってい
けるのかどうかということに対してどう考えているかという点については，面
接調査によって明らかにされる必要があると思われるが，面接調奇を突施して
いない段階ではその点は明らかでないので，農業をつづけていきたいとしてい
る者については，ここでは一つの問題として指摘しておく程度にとどめてお
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. 
く。ただ，漆山地区の二 ・三男で離脱を明らかに意識している者が相当にいる
ということは注目してよい。つぎに，女子についてみると，長女では両地区と
も農業継続意志の者が大部分をしめており ，二・ 三女では，特に農業を離脱し
ていきたいといという者が多いということにもならない。経続意志の為るもの
結婚するまでつづけるという考が多い。女子は，結婚先がどういう処になるか
極めて明らかでない点をもっている関係から，将来の設計に対しては，男子の
ように明らかな方向ずけが困難なのであろう。
このように考えてくると，農業青少年には，了ーつのグイプのあるこ之がわか
. るの一つのグイプは，ー牛‘農業をつづけていきたいとする者で，主として，農
家の長男で，農業に従事している者に多くみられるものであり，他のーつは，
4.12表 農業青少年の生活類型
:|家業1:人:1iPit12!苛25
AIぬ業|農業|長男女
かかえこまれてい
る青少年で，主と
して農家の二・三
男で，現在農業に
従事している者に
多くみられるグイ
プでらる。いま，家業と職業と，長男，三・三男別に農業青少年を3.12表のよ
うに， A， Bとわけると，A型の中には，農業自営青少年が多く， B型の中に
は，かかえこまれている青少年が多く含まれていることになる。これらのこつ
のタイプの青少年は，それぞれ異った迷命のもとにおかれているわけである。
このように，グイプの具る者に対して， 教育編成はどうあったらよいかは，
現在の教育編成の検討と之もに一つのF問題であり，これにつし、ては後にのべる
ことにする。
3.4.在村商工青少年の運命
つぎに，商工背少年の運命について考えてみよう。
3.4.1. 商工青少年の職業構成
まず，商工青少年の職業構成をみると 3.13表および3.1図のようになる。
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3，13表 =蔚ι工青少も年の職業構成
女 手
漆山地区 |浜絵地区 漆山地区!浜松地区
大
大工・.2> 6 左 官・6>13 
左官…1 石 工・ 2 " ) 
職人 投機具修耳l!...1 洋服仕立....1 • f 
. 
L 
自転車修FJ!.目…・1 " 
小計一 7 (33%) 小計・15(71%) r 、ー
工 員 …・・3 製缶工……1 金属工ー…i
印刷工・・一、1
. 、
工員 研磨主 ...2
C 
小計 ・6 (29%) (5%) (5Jの
牛乳配達 1 漁 や ..1 楽屋庖員 ー 1 fラ 商… 36
薬局陪員一一 1 1炭 館...・2・1 編物教授… ..2 女 中…2
会社員・・ i 看護婦見習・… 1 商 業....・1
農産物販売・・・ ~1 新聞配達会 1
商業 理髪見習...1 、 事務員・ー 2
~. ー ピ 理髪業見習・ー ー1
ス業
、
商 業ー ・ー:・i
t 
， 料理屋 -ー・ー1， 
、白 呉服屋...1
菓子屋… 1ー
小計 ・5 (24%) 
• I 
小言f・2 (10%) 小計 ..12(5.5%) 小言十 39 (93%) 
労務 。土 手一 1 ， 
j・
| 小計 2 (10%) 
理 容学校..・1 型自 A・一回1 家 事....3 家 事 ..1 
不 明 ..2 縞物見 習 ・ 2 洋 裁学絞・ー・ T 
その他 不 明 ".・4 和魂見習 1 
(.5%) 小計 ・.3 (14Jの 小計…9 (41%) 小言十一3 (7%) 
言十 21 問|21 間 |22 抑制|42 (10σ%) 
一
まず，男子についてみると，両地区とも職人が大きい牒をしめているJ特
に建築関係の職人が多い。工員や庖員になると，、大企業のものは殆んど見あた
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'漆ム地区芳子
商工青少年の職業構成
決公沌区寄与
3.1図
君主山地区女子
ケ戸スがあるが，およそは5用に村をでて12月末帰村し， 1月， 2刃と家で正
月を迎える。あるいは，途中8月のお盆にも帰村するといった形態が多いよう
? である。この調査の時期が丁度2月末であた関係で帰村していた者が多かった
ものと考えられる。行商者の行く先をみると，千葉県11名，茨城県6名，栃木
県5名，東京4名，埼玉県3名，神奈川県1名，福島県3名，長野県1名，宮
城県1名，不明1名というよう，主として関東方面である。
3.4.2. 商工膏少年 の生活設計
これらの商工青少年は)~在の職業を長くつづけていきたいとしているのか
どうか。その生活設計は3.14表のようになる。
両地区ともに，男子で現在の仕事を一生の仕事としてつづけていきたい与し
ている者は76%ということになり ，大部分は継続意志があるものとみることが
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3持表 商工青少年の生活設計
事ーつ結iけfの也にずこ そ不， 
生とづ婚でる ?占、、
のしけすう 仕わ の 計
i:J:;てる るづ 事り イ也明
161 1 3 21 
男
漆山地戸 (7166;1____JÐI~ll-{竺tl_Q笠21) 
子 浜松地bf (76) (19) (5) (10202 1 
~ ~ ~ 10 
女 劇|地区 間」的~1~1_j調
31 231 5 子 浜松地区 (η (55)1_ (11l)1 _ (1l6) 
(注) ()内は横の%。
きる。他の職種じかわりた
いとしている者の職業をみ
ると，漆山地区℃、は，牛乳
配達1名，浜松地区では，
建築関係3 石エおよび船員
がある。しかし，このほか
例えば，労務関係の職業に
従事している者など，不安
定な者もみられるわけで、，
継続意志があるからとして問題がないとは考えられない。女子についてみる'~こ
結婚するまでの職業と考えていFる者が多い。特に，浜松地区で，行商をしてい
る女子の大部分は結婚するまでの職業としている。他の職業に転じたいとして
も(る者をみると，漆山地区ゼは新間程遠，金属工員，家業見習，浜松地区では
5名全員が行商者でゐる。このような事情から女子の商工青少年は，男子とく
らべて，極めて不安定な位置ずき方をしていることがわかる。女子で継続意志
のある者の職業は，漆山地区では，理髪業と洋裁，浜松地区では，和裁，商業
行商 (1名〉ということになる。
3ふ教育編成の現状と問題点
ここではs 両地区について，教育踊成の現状と問題を考えていく。
~.5.1. 教育編成の現状
これまでのことから，在村青少年にはおよそ3つのタイプが考えられた。す
なわち，農業自営型青少年 (A型)，かかえこみ型青少年 (B型)，商工青少
年 (C型J ただし 2.2節におけるC，D， Eの計となる〉である。ただし.C
型では，所謂，将来都市青年として位置ずいてい〈者と，浜松地区の女子のよ
うに，現在は出穣形態をとっているが，やがて帰村する者というように，二つ
のタイプが考えられる。ここでは，これらのグイプの青少年が，どのような形
で教育編成されているかをみていくことにする。
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各類型の青少年の教育(の参加の仕方は，3.15差益のようになる。この 3.日表ー
から考えら九ることをあげてみるとつぎのようになる。
3，15表 在村青少年の生活類型別教育への参加の仕方
l伺 漆山地区 浜 松地区男子女乎男子女子A型lB型Ic型 A型iB型jc型 A型Ifl型[c型岨[B型[c型
! 定 l待 ，官事l 6 11 1 2 」ョ[斗 」(10) (1η(5) (1) 一笠)
背年学級 26 161 2 4 (23弓) 2 1.9 μ笠) (25)1 (10) (40) (9) (52)1 (29) 」竺iLJ笠) (40) (21) 
成人講座 1 2 1 
「ヲ1」型|プ _(旦一 一旦21- 2 (B3 ) 4H!lラプ 7 (85) ~一一一 」旦 (9) (22) 1__jD 
各穣学校
1 2 1 1 
(5) (413 ) (5) 一一
その他の教育 8 11 1 l 3 6 6 (18) (，2)1 (5) (10) (80) (14) (18.) (14) 
遜信教育 11 1 1 (2)1 (5) (5) 
容量けて
201 351 1うう 69 15 101 91 14 う 20 25 
(33)(58)(72){5100)(14493 ) (68) 
(44l1_J型jl||Jt1m020 ) (569 ) (487 ) 
(80) 
少年 ‘61 6"11 21 22 23  14 42 
(10)1. (10)1 (10)1 (10)1 10) (10) (1刈(10)1(10) ~ (10) (10) 
(注j ()内は各裂の背少年数に対する%を示す。一人でごっ以上に参加してい
る者がし、るため合計は青少年之はならない。
(1) まず，両地区ともにタイプによって教育編成の程度が実っているという三
とである。男子についてみると，何等教育の機会に恵まれていない岩，漆山、
地区ではA型33%，B型56%，，C型72%，浜松地区ではA型44%~B型64%
C型67%と、なって農業自営型青少年が最もよく教育の機会が与えられてい
る。かかえとみ型青少年と商工青少年になると，教育の機会の与えられてい
るものが次第に少〈なってい〈。殊に漆山地区の商工青少年は殆んど未編成
であるとみてよいような状況で、ある。
.女子についてみる2:;，男子同様に， A型やB型に《らべて，C型は教育の
機会の与えられていない者-が多い。
(2) つぎに，教育編成の仕方についてはグヂイプによって若子の違いがみられ
るということである。男子についてぶると?自営青少年を吸収しているの，
は青年学叡と(漆山地区では43%，浜松地区では52%をしめている) 4 Hグ
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ラプ〔特に漆山地区35%) である。殊~こ，漆山地区は純農村として 4Hク ラ・
ア参加者が比較的多く， 4 Hグラブはこの型の青少年院二限られている。かか
えとみ型青少年についてみると，男子は，青年学級と定時制に1吸収されてい
る，漆山地区では青年学級に25%，定時制に17%，浜松地区では青年学級に
29%，というようになる。女子についてみると，青年学級への参加者は，漆
山地区では23%，浜松地区では40%となる。また，その他の教育とじて参加
している処をみると3 漆山地区では30%，浜松地区では13%となる。その他
の教育の主な内容は3.16表の通りで，主として和裁，洋裁ということになる。
3.16表 その他の教育のおもな内容 これは，所謂，結婚準備とし
浜松地区女子
ての考えからの参加であって
これをもって職業としていこ
うとするものではない。習い
にいく先も近隣町村である，。
商工青少年についてみると，漆山地区では，男女ともに定時制，青年学扱
各種学校その他の教育と参加の仕方は広いが，特に，集中して参加している
主いう処がみられない。どの教育に対しても，その影がうすいとみることが
で、きる。浜松地区では，男子女子ともに青年学級に集中している。
以上のように，教育編成の仕方は，各グイプによって若干の相違がみられる
のである6
3.5.2. 教育編成について勤労青少年の考え方
前節ではt勤労青少年について，各タイプの者がどのように教育編成されて
いるかをみてきた。ここでは，教育編成されている各教育に対して，勤労青少
年がどのように考えているか。また，編成されていない勤労青少年については
なぜ，教育に参加する機会がもたれないのかをみていこうと思う o しかし，回
答記入の少い票があって十分の資料とはなりえない点は省略していくことにし
主として，定時制ノ青年学級，4 Hクラブ。についてのべることにする。
(1) 定時制教育について
定時制教育の参加者の比較的多い処は漆山地区の男子であるので，この18名
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3.17表 卒業後家業をつづけるかどうか
。 !;ti!叩計
二竺|寸-iHl寸
のうち，家業従事者17名についてのべ
ることにする。家業が農業のこの17名
に，卒業後も家業につくかどうかをき
いた結果は， 3.17表の通りである。 家
業をつづけたいとする者12%，転職希
望65%ということになって大部分が転騒を希望している。また，現在高校に通
っているわけと，今うけている教育についての考え方は， 4.18表のようにな
る。離職希望の者は離職後不安なく他の職に転換できることを希んでおり，定
3.18表 高校に通っているわけ，今受けている教育に
-対する考え方
高校通学のわけ 今うけている教育に対す.7.>考え方
理 由 |人数l 考 え3・ |人数
家業をやるには高校卒業が必 家業をはなれるのによいよう 7 
要 に産業やl紋祭事情をやってほし
2必家要業をやめて他の曜まにつくに 4 
L、
2 家業について個人的相談をし 2 
3 高校ぐらいはでていたい B てほしい
4 その他 。 3 基礎的なものをやってほしい 4 
4 進んだすえ術の紹介 3 
ラ その他
時制はその一つの足場のように考えていることが，現在高校に遭っている理由
や，現在うけている教育内容に対する考え方の中にみられる。この意味では，
定時制は，農家二・三男の離脱の機会を支える機能を占供しているとみるこ之が
できる。
つぎに，定時制不参加の事情をみると3.18表のようになる。
、¥、、‘
理
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L、L、
3 米記入不明 ;47h; 日 7 日か.1mれ白 一一一ts:. 計 131 241 101 141 21 471 42 
@ -T口j1 101 3 51 8 合 一一一つ 2 家で入手不足 21 3 41 731 5 6 171 10 ljgこ情ヵ:事f官 3 収入を多くする 2 一宇131 1 2 
あ ため 一一一
つ 4 両親が反対 4 21 191 5 
て 一一一一一一一一L、 5家の近所にない 31 1 1 21 1 3 41 1 
か
6 2議するヨー ス 1 31 I 1 3 一一一一れな 51 161 3 ヵ1 し、 一一一すJ' 1つ1--1-1 6 
3.18表からわかることは，定時制に始めからいく気のなかった者よりも，事
情のためにいかれない者が多いということである。そしてその事情には，家に
入手が足りないとする労力の問題になっている者が多いということのほか，両
親の反対や職場の問題などが多様にからみあっているということである。
(2)青年学級について
青年学級の参加者は比較的多かったのであるが，参加者はいまうけている教
育に対してどう考えているか。 3.20表はその考え方をきいたものである。 3.20
愛では未回答の者があったために，はっきりしない点もあるが，大休の頃向と
して現在うけている青年学級の運営や内終については多様な虫.望をどもっている
ということが指摘される。また，男子についてみると，一応地区に関係なく，
3.20表 背年学叡参加者はいまうけている教育について
どう思、っているカミ
どう思って
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4 地域dのq問ま題をもっとと U ぷ 4 2 2 4 りあげ しい 一 一日 職場の問題をとりあげ 2 2 i -cal/¥，、 一 一一6' ~絞救護を高歳定玄Z 8 8 十 2 1 3 
ゴーコ
高めてほしい 一一7 時事問題的内容を充実 8 4 3 してほしL、 J 一
主8 新しL、産業技術の紹介 7 2 う 2 】ワ一一9 プロジェグト活動を多 8 3 31 1 くする
10 家庭生活の知識技術 11 6 ヨ 2 31 20 12 7 
一 Lーーー ¥ 1'1 趣味教養に関するFフ i 5 3J ' 1 4 4 8 うプ活動
12 その他 1 1 I 1 11 71 1 1 21 1 
~圃』ー』
商業p 工業，農業等のコースを設けて，自由にどのコースでもうけられるよう
にしてもらいたいと考えている者が多い。これは特に農業二 ・三男のかかえこ
み型青少年に一層顕著にみらずしる。女子についてはダ家庭生活の知識，技術を
〉りいれてもらいたいという考えが多し、。 ι 
ーボ.
3. 21 ~隻 青年学級に不参加の者の事情
¥市男 子漆山地区 浜松地区 漆山地区 浜松地区
A I B I c'訂正IcI-Al B I~ A I B 1 c' 
青年学級がなL、から 11 1 2 12 
， 
p、 一一
2 場所が速いから 41 5 2 1 17 
3 やっている内容が役立 、 一2 2 r.二:ts:.¥'.'
Y4 内あ得力1求めているもの }一一一J
とわない 4 3 4 2 
ラ 資格がもらわれなし、か 一 一 「
ら ' -一2」i一一一一2 
"21 . 1 2 2 3 
6 身体がたえられない 2 2 3 
一
7 時間の余裕がない 6 5 1 5 35 ラ 4 
一 一 一
則自 遊びf中聞の集りだから 4i う 2 2 1-2 1 3 6 1 
一 ....Lー9 自分たちと別の仲間だ 1 2 2 、 5 L 7 から 一
10 両親が反対するから 21 1 3 
一
一ー.!.一一一
11 その他 、長 61 8 ，ノ? 5 2 27 6 ， 
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つぎに，青年学級に参加していない者について，その事情をみると3.21表の
ようになる。 3.21表も回答数が少いので多分にはっきりしないものを含んでい
るが，一応いろいろの理由によっているということと，漆山地区の女子につい
ては時間の余裕がないということと，場所が遠いからという時聞と距離の関係
を理向にしている者の多いことが指摘される。
(3) 4 H クラブについて
農業青少年について4Hクラブ不参加の事情は3.22表のようになる。漆山地
区の男手についてみるとタイプによって，不参加の事情が異っている。農業白
. 3. 2表 4 Hクラプ不参加者の事情
片の情々ム-...........~裂 男 子 女子音量山地区 浜松地区 漆山地区 浜絵地区
A 1 B 1計 AIBI計 A BI計 AI B I irt 
村に4Hがない 2 3 う 6 6 1 11 12 11 12 
一一.1 2 4Hがあってもしらな". 3 3 2 ・2 4 1 23 24 2 
3 研究題目が希望にあわ
ない 2 2 4 2 2 一 一一4 2択でのプロジェFトを 3 3 しているので2汗されない 一 一一
5 仕事が忙しい 7 81 15 2 41 16 20 2 ヨ ち
一一
6 出稼等で忙しい 2 
ゴ二
1 I 
7 両親が反対 2 
8 友達b~4 Hにいない 1 10 i 11 1 2 :3 :3 38 41 3 6 
一一一一
9 その他 12 18 2 2 14 14 6 
営型青少年では，友達が4Hグラブにいないから参加しないとしている者が多
いのに対して，かかえこみ型青少年では仕事が忙しいから参加できないとして
いる。前者に対して，4 Hグラフ.はその生活の地についた教育の機会となるが
後者に対してはそうではない処にタイプによる切実さが違っているわけであ
る。処が女子になると，かかえこまれているグイプの者が友達が4Hクラブに
も、ないから参加しないとしている者が多い点で男子と異った考え方をしてい
る。また，4 Hグラブがあってもしらないとしている者が相当にいる処から4
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日クラブに対する認識がうすいというか本質的には男子の立うに，将来は機合
をみて離村し，他に生活設計をもっといった切実さがない処からきているので
はないかと考え防れる。
浜松地区についてみると，村に4Hクラブがないとしている者が多い。
3.5.3. 教育編成上の問題点
以上において漆山地区と浜松地区の勤労青少年について，その生活環境と運i
命およlひと教育編成の現状をみてきたわけである。漆山地区は純水田単作農村と
して農業世帯が多いよに，その経営規模が大きい関係で，労働力を多く必要と
しており ，所謂，農業自営青少年だけの労力では，、まかないきれない。そのた
め，農家の二・三男が多くかかえこまれている!という形をとって，現在の農業
が行われている。しかし，このようにかかえこまれている青少年は，やがて，
他に職場をみつけて離村し ， 都市に吸収されていえことを考えている。特~;ご，
そのような領同は男子に顕著である。女子は結婚するまでの仕事としてかかえー
こまれている。商工青少年につ，いては男子は，近隣町村に主として職人や底員
として 3 女子はほとんど居員として中小企業に位置ずいており， )所謂，近代営
業に従事している者は男子に若干みられる程度で，位置ずき方は安定している
とはみられない。浜松地区は，農業世帯は漆山地区よりも少なく，その経営規.
模もまた小さい。そのため，農業にかかえこまれている二 ・三男は漆山地区よ
りも少なく ，多〈は始めから離村していく。しかし，この離村者のうち女子は“
その大部分が行商を行っており，所謂，年間を通じての出穣形態をとってい
る。これらの女子は，結婚までの仕事として行商している者が多く，やがてま
た帰村する者が多し、p 以上のようにして，両地区においてはそれぞれ形態は若ー
干相違しているが，農業自営青少年，農業かかえとみ青少年，商工青少年と三司
つのタイプの脊少年のいることと。これらの青少年について，その生活事情と
教育事情を明らかにすることができた。ここではp このような事情から，この
青少年を教育編成するのにどのような問題が考えられるか，その問題点をあげよ
ていくことにしよう。
(工) まず，との工うな三つのタイプの脊少年に対して，それぞれ主主った編成のアイデア
がとられなければならなL、ということである。設業自営型青少年とかかえこみ型菅少4
-t5B-. 
年とは将来の生活内容が異ヮているから，両者の教育の内容は異にしなくてはならな
い。かかえこみ型守少年It.，将来は都市にE買収されていくので， 農業自営~宥少年よ
りも商工菅少年に近い内容が考えられなくてはならなL、。すなわち，かかえこみ型青
少年については，現在)L~村において設業に従司1・しているからといって?良事Iの教育
をしてし、るとし、うことでは，哀に，管少年の要求に答えた教育であJ.:Jとはし、われない
のである。少なくとも10年間位の時間の巾の中では，その菅少年の生活に遡応した教
育とはならなし、。といって，外へでていく準備教育のみが大切であるとL、うことでは
ない。現に.育少年は役撲に従事し，現実の生活を行ってし、るのである。それで，問
題は，実現の生活の上にどれほど将来の展望をもたせるかということである。このこ
とがやがて生活の切主主えの時に役主たうてくる。それにはi込書長の中に都市化的な内界を
みていくことが必要である。たとえば，首長業全体の経世去の仕方の中に基本的に二次三
次産業に関する経営面とー脈通ずるものがどのような関係で存在してし、るか.あるい
は，同じ長具の使用法を考えるにも機械の構造的な把短等の観点、からみていくとし、う
ように，現在の仕事を通して，二次三次産業の刊:界の態解を得させるというような視
点釈明らかにして，その内容を考えていくことが必要であろう。つぎに，商工1守少年
については，彼等は，現在，都市的なさと活を}絞殺を通して営んでいるので，どこまで
も着実に，都市青年となりうることを考えていくことが必要である。それには二次，
三次産業に関する内谷とともに，都市労働者の性秘等について，充分の理解とJ主礎的
な教養を身につけていくことが必要である。女了・につレては，特に浜松地区では行商
の出稼形態が多くみられた。しかし，これも，前ド指摘したように，結婚までの什ー事
としているのであって，また，村にかえってくる者が多いのである。たとえば，家庭
生活の恕解というような似点からの内容が考えられることが必要であるう。
似) つぎに，三つのタイフ・のそれぞれの育少年の要求に応ずる教育を考一えるのに，これ
をすべて学校教育で果そうとするのはむりであって，ここに社会教育や職場教育と手
をつなぎあっていろいろの線成を考・えていくということでない之うまくいかないとい
うことである。設業かかえこみ型青少年は，裁関期に機会が得やすいし，商工脅少年
は夜間が恒常的に宇IJ附できるわけであるので，それぞれの機会において，どの教育機
関がどのような教育セ考えるべきかが明らかに編成されることが必要であろう。
(3) つぎに現在の定時制は，良家二・三男(特に漆山地区〉の離脱の機会としての機能
を果していて，設業自営型宵少年はもとより，商工背少年にずらその機能は消失して
しまってレる。定時制が伸びるとすれば，この設家ニ・三男層の青少年をとらえる途
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づb'一つある。そのためには，その内容をもっと明確に都市化すべきであろう。そのこ
とによヮて，また，商工学T少年をも奴収することが考えられる。 このように考えてく
ると 3 農業自蛍辺守少年は，来して，現伝の形態の定時制に吸収できるかどうかは疑
』問となってくる。この辺の検討をして，内容と形態を思L、きりかえてし、くことを考え
てみてよいのではなかるうか。
'{4) 青年学級は，二つ α足業自蛍型青少年，かかえこみ型菅少年)ないし三つ〈設業自
営君主育少年，かかえこみ型脅少年，政工育少年〉のタイプの青少年をよせ鎮め?と容合
世帯の感がある。このようなことで充実した教育が行えるかどうかは疑問でゐる。こ
れはむLろ，それぞれ単線でいくようにすべきであろう。すなわち，云つのFイプの
それぞれに応ずるような腎年学級にすべきで，すことえば出業を主とする管年学級とか
商工業を主とする脊年学級等，その教育対象を切らかにして内容を考えていくこと。
このようなことが現実にできるかどうかの検討等が宜主要な問題となる。
(5) 4 Hグラブだけは.ー応設業自営型青少年の教育機関として充実した歩みをとりつ
つあるので，この商は一層充実させてLぺ必要がある。
以上によって，教育編成上の問題点を指摘したわけで‘あるが，教育が行なわ
れる線底に勤労青少年のー人一人についてその生活や要求をふんまえ教育が彼
等の生活のどこでどのように役立っていくかというこιが常に反省され考えら
れJていかなくてはならないと思うのである。
4.農村地帯の中心的小都市(旧巻町)にお為ける
青少年の生活事情と教育事情
4.1.巻町の産業構成
旧巻町は，西楠原郡の巾央に位置し，郡都として発展し1できた町で、ある。旧
郡役所の設置や， I日制男女中学校(新制巻高校の前身)，税務所，郡農業改良
事務所，警察署，地医検察庁，郵便局，電報電話局，農業高等学校，その他の
各種官公庁によって代表される町といってよい。
4.1図の家業構成をみてもわかるとおり p 町の産業は農，工，商に分化してお
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4.1図 家業構成 4.2図 経蛍規模別農家数
り，商，サ戸ピス部門の多い町でおって，ェ，製造業者は全産業の4分の1程
度で，4.1表に見られるような生産的な町ではない。しかし，全体として第2
次第3次産業が主となって成り立っている町という ことができる。農家もかな
り多いが，それ等農家の70%近くが1町以下の小農にしめられており ，町の性
格も，どちらかといえば保守的な農村地帯の消費の中心的小都市であって，新
潟市や燕，三条市へ汽車で40分程の距離にある。
このような農村にとりかこまれた巾心的小都市の青少年の生活事情や教育事
情はどうなのであろ うか。順をおって明らかにしてみたい。
4.1表 工場数 と 従業員数ー(附29，8米現在コ
|食料品 |紡織 |製材|化学|金属製品|機械 |その他
3 I 24 
155 I 112 
〈注〉
4.2. 高校段階年令男子青少年の生活事情とその運命
(1) 昭和26，27， 28， 29年度中学校卒業生中，労平の動向をみると.全日1tiJ進学者は
40.7%で，勤労管少年は定時制を含めて約60%をしめている。
(2) それらの，1'少年のうち，約60%にあたる勤労背少年だけにつL、てみると，その約3
分の 1 あまりが町を離れて他の地域において社会に位置づいており ， 田TにおL、て~業
社会lこ位位づいているものは約3分の2である。(全日制を除く勤労背少年307q'jの，
うち調査図答者257名の内訳であるの〕
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.4.3国 男子卒業生の動向
.4.5図 在町者の職業構成
4.4因 調査回答者の動向
(3) 町にあって遂事長社会に位世づいている
ものは，工業，段梁がその大部分をしめ
商業に位慾づいているものは1割余にと
どまる。事務自由君主に位置2づいているも
のは全く見られなし、。交通運総に従事し
ているものは4%強で，都市における青
年の位置づき方とはかなり差異が4られ
る。
(4) 全日 jl~J進学率40.7%は. 1.1表の本県中
・学卒業生の進学率と比較すると相当高<.西蒲原郡内21か校3か年の平均進学率28.5
%からみてもはるかに高く，事実西蒲原郡内の最高にある。 c注 1)
ベ5) 官~町率 36.ラ%~t. 注 1 の調査の郡内男子 18.4%と比較して. 約 2倍にあたり ， 町の
j産業に受入れる余力がなく，はみ出されていったものが大部分と考えてよかろう。
4.2.1. 農家出身青少年の運命
4.2表 ~家出身青少年の出血I頂位による農業継続事情
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4.6図 在田I設業者の長， 二 ・三男7JIJ (1)良家出身青少年のみを取出して，そ1の位
賞づき方をみると，長男庖主二・三男j腐で
はっきり相異していることがわかるのすな
わち，町を離脱したり，家業を離れて2・
3次産業に位置づいてL、ってし、る者が二 ・
1 三男に多くみられることマある。長男層の
中からも.10名の2・3次産業転向者がみ !
られるが，これはI町以下の貧農であるこ
とからむしろ当然といってもよL、。現に農
業に位鐙づいてし、る者の中セ，将来l民向を余儀なくされるのでないかと思われる者が
3名以上みられる。
(2) ニ ・三男層をみると，約3分の1が町を離脱しており， 4分の1が抱え込まれてい
るが，遠からずこれら青少年も潜在失業者として他の駿に転ずるであろう ことが予想
される。
4.2.2. 在町農業青少年の生活設計
45名の在町農業青少年について，職業の継続意志をきえてみた。
4. 7図 ニ ・三男の生活設計 4:7図 長男の生活設計
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(1) 二・三男巳っし、てみると， 他の耳設にかわりたL、と転換Iの時期をねらっている者が6
名ある。 一生の仕事として続けるつもりの矯が 3名あるがその中2名は4H，1ラブ
に参加しており，そうした関係から継続意志を表現したのでなレか主恩われる。転換
希望の職業ではl後人3，工員・1，商人1，自衛隊1となラてし、る。その場合，家を統
れて男1]な土地に晴棄を求めずζし、と希望していることからも，彼等が都市生活者を夢みて
いることが察しられる。不明者もおそらくこの中に入るのであるまし、か。
関 長男では"一生の仕事として続けたいとL、う者が21名おり，転職希・望者は3名あ
る3名の経営規模は1田T以下1，1 -1.5町 1，1.2町以上1となってL、るよ
(3) 町の農家の70%近くが1町以下の小畿でしめられていることはすでに切らかにした
ヵ1>，この階層農家は専・業としては成り立すこないことは事闘である。長男でもこ・三次
産業に転向しなければならないであろうし， 2・3男においてはなおさらである。どう
せ都市生活者とな~のならば，早L、程宰福でないかと思われる。抱え込み型の村のよ
うにどっちつかずの数年を，その日暮ーしで過すよりはどれほどか前途の見込がある主
もいえるからである。
4:2.3.商工青少年の運命
第二・ 三次産業に従事している在町青。少年は108名K及んでいるが，そのう
ち，建設業，製造業に従事しているもの82名，商，サーピス業従事者18名，安
通運輸業7名となっており，在町男子青少年の約50%が第二次産業従事者によ
ってしめられている。それら二・ 三次産業従事者の職業構成は別表の湿りであ
るが，建設，製造業関係では工員数が圧倒的に多く ，工業青年の73%余りが工
員でしめられ，うち町内め小企業巾必の工場に44%位置づき~，町外の燕，吉田
等の工場へ約30%近く通勤している。徒弟的な職人を志しているものが17%で
日傭的な土工その他が10%となっている。
一方商業，サーピス業では町内商庄の届員が7制をしめているd交通運輸業
従事者時大部分が運送方面のオ トー三輪ゃ， トラックの運転手でしめられてい
る。
ζのようにみてくると，在町商工青少年の位置ずき方に特長のあることがわ
かる。すなわち，国1の二 ・三次産業が底の浅い，青少年をすべて町内に位置づ
汁得たい事情をもっていることから，町を離脱して他の産業社会に位置乏し、て
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4.3表 出身家業別工業青年の職業
U?と土|;lJ|?|::1 言f言十 の% 
' 大 エ 2 2 1 う
耳戎 主正 官 1 2 4 
Tι た み 1 
正住 具 1 17.1 
昆 根 車置 1 
台、 じ E主人 ' 
2主. 淡 1 
PlJ 製造工場 2 6 4 15 
ヱ 印 席。 工 7尻 2 2 11 
克 2見 造 3 1 2 6 1r3.9 
ョν!Jpー ト製
2 
内 設造機兵その他 2 
町 洋 食 :Z~ 7 う
ヤ ス リ
員 仕 上 工 2 1 
29.3 
外 修理その他 2 
そ 土 ヱ 1 
電気工夫
3f 8 の そ イ也の 2 
他 不 明 1 1 1 3 
官十 7
1 
82 1，000 
前- の % | 鉱 5185.4: 18.1r1 8.51 HI 9.71
長男の人数 28 
いる82名の背少守・の他にく4，2， 5‘項参照)，燕，吉田等の周辺都市へも通勤
青年を多数出し(商」二青少年の遺勤者は町内50名，町外29名となっている)1 
この限りでは，周辺都市をふくめ事実上の経済産業闘を形成しているともいえ
る。この町の青少年が農業生活者を除いては大部分都市生前者としての生活を
送っていながらも，将来の生前への見通しをもって，町の産業社会の中に位置
づいて安定した生前をしているとはいえないのである。ましてや，燕洋食器工
業の国際的好不況は巻の青少年にも直接ひびいて不安がつきまとってくる。青
-165ー
4.4表 商，サ{ピス業青年の職業
¥pa1iE菓¥旦LごJ子数こ同ここ震_I I % II~--;そごと| 計
4 そ 料理見沼 2 
路 ノ号 エ/ 震 理 書2 庖
段 物 民主 ワ の 家 高 商. 1 6 30.0 
衣料 品庖 1 電報配達
Pリーニ γ グ 1 他 そ の イ也 1 
会 社
牛 乳 。鼠 官十 19 
員 と ふ E量. 1 
男の 人 数 しょ食料品宿
少年の教育を考える場合これらのことは重要な要素としておさえておかなけれ
ばならない。
4.2.4. 商工青少年の生活設計
定時制高校進学者を除く商工青少年87名について，これを家業に従事してい
るものと，家業以外の職業に従事しているものとにわけて，職業継続意志をき
えてみた。 、
4.8:ID 家業従事者の生活設計 4.9図 家業以外従事者の生活設計
_/'.-ー一
'(1) 家業従事者で現収を変りたいものは3名ある。大部分のものが経鋭意志を表現して
いるが (12名)，このうち，商，サーピス業従事者と工業関係従業者の若旦那が各4
ぞiある。87名中家業従事者はその4分の1で少いことがわかる。
(2) 家業以外の職業に従事している66名についてみると，34名が現職継続の意志を表明
し，転換を希望じているものは15名で，その変りたい希望の職業It，機械工5名，商
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I 
業 2~詰，運!伝手 2 名， 工員2 名， J;1.Jl.受業1名となっている。総統意志のあるものは，
商家の若旦那を除いて出身家業別に表示すると4.5表の通りであって，五主家出身二・
三男に多いことがわかる。何か手駿をもたせて自活さ4きたいとL、う親の願いと，本人
の希望が一致しているのかもしれなL、。
4.5表 一生の仕事として続けるつもりと答えたものの駿業
決家二・三男出身 ニ・三 次産業出身
町内 (9名〉 町内
運転手3.土工2 工員3，料sl見習2
工員2，.理髪，屋根職各I 町外
IbT ~ト 燕工員3，m気工夫1
燕工員6 育問工員1
(3) 転職希望者は，
大部分が家をはな
れて他の土地に械
を求めるつも りと
答えていることか
らも，都市への転
出が予想され，約
途に幾多の困難を覚悟しなければなるまいが.これ等青少年に将来の展望をえさせて
これを救う道を，教育に求められおいだろうか。
4.2.5. 離町男子青少年の一般的概況
在町男子青少年の産業社会への位置づき方や，その運命，彼等の生活設計に
ついてふれてきたが，町を離れて他の地域において社会に位置づいている82名
はどうなっているのであろうか。まず転出者の職業構成をみてみると，商， サ
ーピス業に位置づいているものが64%をしめ，製造，雄穀業の3割余とで大記'
をしめている。これらの中で，府員が半数の46名いる。職人17名，工員12名が
主なもので，これらのうち家業見習のために山ている二代目若旦那は8名を数
えるに過ぎない。
また，家業と、本人の職業との関係をみると，
第三次産業出身者が一番多く ，ついで建設製造
業農業となって，霊長業と本人の職業が直接関係
しているものは半数に満たないことがわかる。
これらのうち長男は18名，二 ・三男は73名であ
る。
離町者の位置づき先は県内に3割 ，県外に6
割5介を示し，東京都に約5制問ている。これ
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4.10図家業と本人の職業
との関係
-外向;.J家常内句l立本人 6)JfL.背骨
._%はすべτ抑留T渚全体l:jtずる初
4.6表 離町男子青少年の職業
ili.サーピス業 59名 (64.1~の 製造，建設業 29名 (91.5%)
広 負 46名 (50.0%) 職 人 r7名 (18.5%)
食料品販 売庖 9 大 ヱ 9 
衣料品 販売自 11 -屋根帆プリキ慶，
葉 一宇 屋 4 靴屋，石工，左官，
薬 庖，薬 局 4 2全装.l1:主兵， 仕立工 各1名
飲 食 自 4 工 民 12名 (12.7%)
グリーニヅグ摩 3 ~!J 1iU 工 3 
機械製作所 3 
機 械 製 fj'! 
. 
2 
ま占 茶 開 2 
鼠 エ 資 2 金
そ の 他 6 
洋 食 器 2 
その他 6名 (3.2%) そ の 他 3 
洋裁見習，験土，狸援活 各 1
長 男 7名
不 明 10名 (10.9%) うち若旦那型 3名
長 男 11名
うも二代目若旦那型 5名 1
.%はすべて離町i1-r全体からみたものである。
からみると，男子の転出先は比較的眠られた数都道府県でらり，県内の散らば
り方も県外同様に限られていることがわかる。
すでにのぺTこごとく，勤労青少年の3分の1あまりが離町しているが，このl
4.7表 男子離町者の行先
三L県外 県内 不;li:|;|;li 郡語|燕 | 詰 I ~ 昔f % 内市市 |市他 明
商，サービス業 ~1_71_1 1_1 21 1 4 ~1_11_31_21_t_~I~ 
製造，建設業 ~1_I I_1 一一一一一 一4 31 31 11 1 291 31.5 
一一一一ド一一一一一一一一一一一一
そ の 他 4 4.4， 
『ー一9ーーー一一ーー「一一一ーー一一一一一 一
言十 45 1 1 21 2 9191 41 31 3 4 匁 100 
% 48.9 16.3 30.4 4.~ 100 
-168-
事実は，彼等の育てられた巻町とそめ周辺都市の彼等を迎える産業社会が，主
として申 ・小企業で，彼等を位置づける産業的地盤としては極めて弱いという
ことからくるものである。町で、はその余った青少年層を，他地域へ移出させる
という形で現実的に処理しようとしているのであって，こうい う形は，脅少年
の将来の生活之いう点からみれば，むしろ幸福だともいい得るのである。 いづ
れは都市生活者として新しい転身をしなければならないならば，出来るだけ早
い方がよいということである。そして移出される青少年は，都市生活者となっ
てしまうものが多いのであるから，その教育問題は都市に於て考察されなけれ
ばならない。
(注 1) 西蒲原郡内における中学校卒業後の状祝調査
(昭27，28， 29年度~三か年合計〉
|進 !;?fljlslJ11:lJ?に
み4133:J1;;|:;i211121212112
212lfr321421附
〔注1
1 指定統計第471予(昭27，28年度卒業生〉お
よび13サ〈昭29年度卒業生〉の報告にも とず
いて桁足調査として作成した。
2 定時制進学者は就職して進学している者の
中に合まれるので，男女計それぞれのパーセ
シトはa+c十d十c=100%となる。
3 このIDI3査は，郡内で巻学区外の泉崎，味方-
二中'ラ売を除いてある。なお升潟，補浜中ザrも
入っていなし、。
4ふ 高校段階年令女子青少年の生活事情とその運命
(1) 昭和26，27. 28，29年度-久子卒業生の動向では，全日制進学者が36.2J6で，勤労背
少年は定時制を含めて65%余りをしめている。男子の進学率よりはやや低いが，男子
とともに郡内最高である。
{2) 65%をしめる勤労青少年253名のうち，町に位置づいているものは7割余にあたり
町を離れて他の地域におし、て産業社会に位置づいているものは約3割である。これは
-1日一
4.11図 女子卒業生の動向 法1の都内雄村率男子 18.4%， k子13.4%よ
りもはるかに高い。
(3) 干丘町老の職業構成をみると， 商，サーピス
業に3分のIともヮとも多く，設の29%，工
の15%.男子にみられなかった事務自由業に
8.1%，無業が15%となっている。
4 女子でもいえることは，町や近接都市のa:
業社会からはみ出されて，離町しているものが
4.12図 調査図答者の動向 4.13図 在町者の職業構成
多いことと，男子同様都市守年の位置づきブ1とはかなりの相互込のみられる点であろ
う。もちろん渋家戸数カt24%をしめる半ぬ半商的な町であるから，このことは当然で
もあろうが，長村の中心的小都市の一類型として十分に見きわめる必要があろう。
4.3.1. 農家出身女子青年の運命
4・8表 農家間卑青年の出生順位による農業継続事情
言十
長
~.9 
女
49.;' 一. 19.5 
コゴ
~.9 
女 32 f8A 
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2417-t -.81--i21-1-6r--s7[ω| ? ?
農家の子女は，その半数が町に在って農業に位置づき，約2割が二・三次産
業に入っている。町を離脱したものは約3割で，その大部分は二・ さ次産業従
事者となっ、ている。二・三次産業従事者を階層30にみると，在町，離町をとわ
ず1町以下の出身者が多く ，男子にみられたと同様な事情が女子にもみられ
る。そして現在農業に従事している者からも，専業としては位置づきえないで
他の職に転換するのでないか主恩われるものが数名みられるが男子の場令と異
なり，家事労働源として温存される率が多いと思われるのでおる。
4.'3.2. 在町農業女子青年の生活設計
農業従事女子青年の大部分をしめるこ
.三女にその職業継続意志をきえてみる
と，男子二・三男の場合と対象的なズレ
がみら。れる。
すなわち，結婚するまで続けるつもり
といって，自分のおかれている境遇に甘
んじ，それを見過している者と，一生め
仕事として続けるつもりと諦観している
のでないかと思われる人などが大部分をしめていることである。 男子の場合は
将来の自活といラぎりぎりの課題があるのに対し，女子には接入りまでの奉仕 、
4.14図二・三女の生活設計
之いった潜在意識が働いているのでないかと推察される。他の職に転換を希望
しでいるものは11%しかなく，不明(無言~)が 3分の 1 で女子の意志表示の
弱さが感じられる。
4.3.3. 商王女子青年の職業構成
者E町女子商工青年ば98名を数えらるがく調査回答者数〉これを三つの部門に
分類し，その中の職麗を示すと4.8表となる。商，エ，事務の各比率は約12:5:3
となって，販売サ{ピス部門に半ば以上集中している@
(1) 商，ザー ピス業では家事従事の1名を除くと，通勤者と住込が相半ばしている。こ
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のことは勤労青少年の生活事情や教育事情を規定する主主主要な条件であって，生活全体
を左右することなのである。 ここるみに労働形態別教育程度をみてみると，住込者の
中には義務教育終了後何等の教育の機会をもたない青少年が3分の2にたっし，通勤
4.9表 商工女子青年の職業構成
商.サーピス業 エ 業 事務自由業
車世 極 |人数 政 種 |人数 1後 極 |人数(
底 A 13 町内の工員 10 理容 務 員 。8 I 
女 G 中 12 if， 工場工員 11 電話交 1災手 3 
家 Z存 1 吉 国 工 員 n品、 務 員 3 
メ ・スガール 告 不 明 3 場R 司干〈事務〕
看護婦見習・ ラ
理容.)さ容見習 日
和洋裁 見習 3 7 ・
7主""どz 妓 2 
不 明 3 - ‘ 
計- 59 計 25 青十 15 
う4 59_6 % 25.3 % 15.1 
宅 12 自 宅
動 24 通 動 25 通 動 14 
込 23 
:#や肉宅f号住~_ーより怒条件にあるのでないかと恩われる。住込者で教育の機会を得て
いるのは，看護婦見習や美容関係に限られ，庖良のうち数人の若がfl:1洋裁をうけてい
る程度を慌観すると，その事情がうなずける。
(2) 商，サーピス業よりもっと惑い条件におかれているのが工業関係従業者である。ほ
<1-.10表 労働形態別教育程度
!孟32 ピ ス 業 |工 業 |事務自由業
教育不受
教育うけている
通勤|通勤
80.8% 
19s 
56.7% 
78.3 
とんど全民が工員であり，そのうち半数が町外の燕，吉岡へ通勤している。男子に見
られたと同様.中・小企業の工員であって，ここにも燕洋食器の好，不況がiID:ちに巻
の背少午ーに及ぼしてくる現状が理解できる。
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(3) 事務自由業で通勤している者は，比較的その処をえているといわねばならなL、o 1 
分の3近いものが何等かの教育の機会にmまれ， 3分の1が定時制高校へ進学してい
る。
4.3.4. 商工女子青年の生活設計
4.15図 商，サ女子育年の生活設計・ (1) 商，サーピス業に従事しているものの駿
『え--....__.----
業継続意志をみると，現在の駿業を統けた
いものが半数以上に達し， 4分の1のもの
が車互換を希望している。転職内容は.手殺
2，理髪1，商人2，洋裁師1などあげら
れ，その場合，家をはなれて他の土地に職
場を求めることを背定している。
(2) :J二員をさ.とする工業では，現殺を続けた
y・定時制進学J;島常く いとするものが半数以上で，転職希望が3
分の1以上ゐる3 このようにみてくると，商，サーピス業，工業を通じて現職に一応
安ー定の道を見出し定着しようとしている.ものが，それぞれ半数以上L、ることになる。
4.16図 工業青年の生活設計 4.17図 事務自由主主青年の生活設計
-定a寺剣往学2}も隊く ・定時刻進学5名除く
<3) 事務自由業従事者はが!の二つの飢視の背少年と全く様相右c~にしている。全員がそ
の職を続けk.1，、としており，他の額型従事者ーよりは，自分なりの考えをもっているで
あろうことが予怨される。
4.3.5. 灘町女子青年の一般的概況
女子離町者は金勤労女子青少年の3割近くで，男子の割合より少いがその数
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うち，は73名に達している。その日割近くが商業，サーピス業従事者てずあり，
女中， 庖員で42名 (全体の57.6%)をしめている。
位置づき先も男子にみられたように数都府県と県内数か所に限られている。
出身家業別にみると，農業25名，建設，製造業20名，商，サービス業14名，
事務自由業8名，無職その他6名で， 男子と逆の関係といってよし、。そして家
業と本人の職業が直接関係しているものは12名にしか過ぎない。男子の場合，
商家へ徒弟的存在として出ていったものが多かったが，女子も位置づき方とし
ては似ている。男女とも縁故をたよって東京方面へ出て行っている者が多く，
移出型の一類型ということができょう c
離町女 子 青年の職業4.1表
〈家事見習もふくむ〉
〈呉服庖 5.薬臨4)
(89%) 
(88.4~の
(19.2~の
く8.9~の
(8.9~の
(5.5%) 
(12.1'}の
く5.5'}の
(5.5%) 
????????????
?
???
??????
商，サービス業
女
庖
君
薬
美
不
自
の
護
行
容，恕
内
訳
??
出務事
そ
.%はすべて全数73に文すするものである。
女子離町者の行 先
て!県 外 県- 内 不東|相~ I 荻 ! 千 I~ 都 i新|ニlz京 奈川 放 棄イ也 内 i潟 費E イ也 B月
実数 33 81 
ちJzi一
% 48.8 19.2 00.1 14.1 
4.12表
教育編成上の問題点4.4. 
青少年の生活類型と教育上の問題点4.4.1 
これまでの記述において，巻町の高校段階年令青少年の生活事情を，いろい
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ろの生活類型青少年にまとめて概観:してきた。それらの青少年の主主情はどのよ
うであるか，社会的にみておよそどこにどう位置づき，その運命はどうなるの
かとL、ったことであっ7こ。
巻町では全日制l進学者が男女あわせてお.8%と郡内最高であり，これらの青
少年は比較的恵まれた位置におかれていることはいうまでもないが，われわれ
が問題の対象として取扱ってきた青少年は，これ以外の61%にのぼる高校段階
年令の勤労青少年であった。その中には，町や近隣者s市の産業社会に位置づき
えないで，他に転じていく育少年が3分の1あることが知られた。これら離町
青少年は，多くは義務教育終了と同時に都市生活者をめざして出ていく青少年
であり，これらにもいろいろの類型青少年がいることはすでにのベた通りであ
る。さて，町に残った青少、年をみると，そこには，農業自営者型の青少年:(A 
型とよんできた)，農家の塩えこみ二・.三男女 (B型)，農家出身で二・三次
産業に従事・している青少年でいわゆる下宿型とよばれる青少年 (C型〉や，二
・三次産業出身でご・三次産業に従事しているやはり下宿型とレうべき青少斧
(E型)，二・三次産業出身の若旦那型の長男層 (D型〉というように，いろ
いろに分化していることがわかった。との事実~:t"おれわれの教育対照の装型
が多少とも明らかになったということである。
とういう青少年は生活形態も異なり， 1生活からかもし出される思想、や感情や
教育に対・する要求も，それぞれ具体的な相異をもっているのでめって，それを
t一括してただ青少年教育-の名の下に概念的教育を行っていては，とうてい青少
年を満足せしめ、ることはできないであろう。たとえば，農業自営者の教育と，
農家の抱えこみ二・三男の教育とでは，同じ農業に従事しているといっても，
おのずから異なったものがなければならないし，同じ商工青少.年主いっても職
人と工員とで、は要求が異なり ，取扱いに差異がなければならないことは当然で
あって，その教育の具体的形態は職業の数ほど種々あることを忘れてはならな
い。しかし，そうだからといって，ただ単に職業別の教育を行えということで
はないのであって，様々な教育の営みの根底に，伺時も対象となる青少年の具
体的な婆が考えられて，その教育がどこにどう役立つかが反省されていなくて
E主ならないということであるρ
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4. 13表は，在町青少年の教育事情を大まかな生活類型ご主にわけてみたもの
であるの男子で中学校卒業後何等かの教育の機会に恵まれたものは37%，義議
教育のまま放置されているものが63%の高率を示している。とくに農家出身二
4、14表 B， C型の出身i民家経営規模別数
|1町以下¥1~ 2町1 2町むI IF rfl: 計
-三三男のB，C型では，
前者の94%，後者の97%
といずれも扶育をうけて
いない。小規模農家出身
者が多いことはわかるが
それが原因のすべてではないように思われる。
女子は男子に比較して教育をうけているものの率がよいが， それも各m学校
その他の教育機関に会加しているものが多いためであって，内容的には，洋和
裁等の主婦生活への準備が多いということであるの
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4.4.2.定時 制 教育について
定時制進学者は男子28名，女子18名，計47名を数えているが，これら勤労青
少年の職業構成を示すと， 4.15表のようになる。男子では町内勤務の工員が約
8割をしめているのに対し，女子では農業を筆頭に職種が多い。これらの青少
4.15表 定時制進学者の職業
男 子 (29名〕 女 子 (18名〉
工員23(うち，印刷工8"仕と工5，旋|決業ラ，工員3，給仕3，電話交換手1
盤工6.その他4) I f来得見習し底員1，洋裁見習2.事務
長業2，具-建職人1.巡転手1，牛乳脂|負 1，家事1
員 1.会社外注係1
年は巻農業高校定時制の本校あるいは脅郷分校に通学してお1り，前者は昼間前
後者は夜間制でいずれも普通課程である。まず47名がどのような生活設計をい
だえて通学しているのかを現職の継続意志で問うてみた。家業従事者，就職者
を男女合わせて，現在の職業を継続したいものが18名，転換を希望しているも
のが同数の18名之なっている。(不明者除く。〉
4.16表 職業継続意志
38 
?
?
?
?
続ける
?
?
?
???
かわる
言f
転職希望職業・ ・男子=事務員九商事長2，公務員2.技術員1
女子=事務員3.，銀行員1.庖員 1，保母1
定時制の教育機能やその性格については，それぞれの学校または分校単位に
調査されるべきであるが，ここでは47名の調査を通して，生徒の側からみた問
題点を指摘しようとするもので、，第3章での定時制の問題とあわせ考察された
L、。
高校に遭っている理由については，直接職業と関係なく ，これからの人聞と
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19 
19 
4.17表 定時制高校に遭っているわけ
恕 出 |
1 直接職業に関係はないが.これからの人間として商目
枚くらいは出ておきすこいから
2 新し¥，::職業につくためには，高校卒の主主格がし、るか
主
4. t8表 今受けている定時制教育についての考え
理 由 男
基礎的な硬論ぞ知識をもっと取扱ってほしい 12 
ワー 仕事に直接必要な知識や技術をもっと教えてほしい 8 
3情や家業職業をはなれて新とし控し、職えヱ業座に長つく準倒としてjff，祭事
事情をもっ い
女 E十
7 19 
2 10 
3 ヰ
して高校くらいは山ておきたいからというのが圧倒的に多い。この考え方を裏
返すと高校教育の教養を身につけておけばよいということになりそうである。
しかし，彼等の要求している教養は，いわゆる一般教養とは多少異っている。
現に受けている定時制教育についての考えをきえてみると，家業や職場ではえ
られない基礎的な理論や知識をもっと取放ってほしいとの希望や，今やってい
る仕事，または将来っこうと思っている仕事に直接必要な知識や技術を要求し
ているものが多い。この事実は，都市的生活者としての勤労青少年の卒直な要
求であり，彼等の実利主義的な要望を端的に表明したもので教養の装づけとな
る重要な考え方であらう。
彼等は本能的に自分たちのおかれている地位や将来の生活について，近代産
業社会の中で働いてゆかねばならないという切実さを自覚し，それに即応した
自己の能力を教育によって身につけようとしているのであるまいか。このよ う
な将来の展望に，明るい光を投げかけるものが教育である1とすれば，教育はあ
くまでも現実の生活に立脚してこれを十分に利用し，将来の延代産業生活者た
るべき地盤を養ってやることであろう。これは前にもふれたように職業別教育
念行い之いっているのではない。彼等の今後の生活を正しく位置づける根底を
教育におくことでらって，要は実際生活が其に何を必要としているかをさぐっ
て，それを彼等に与えるこ之を手がかりとして，人間教育の形にまでつくりあ
げることが教育を考えるものの役目でなくてはならない。この意味で，定時制
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の教育が単なる全日制のl-ii庖で、あってはならないと思うし，生徒の生活事情や
労働事情にあわせた教育計画を強化する必要が生れてこないだろうか。第3主
でふれであるように，農村二 ・三男の就学実態からみて，彼等に与える教育実
質が者s市的内容を強化する必要のあることは商工青少年について一段と強調さ
れる点である。
4.4.3.青年 学級 について
旧巻町には巻青年学級と称する施設があって，公民館(町のほぼ中央にあ
る〉を会場として年間開設されている。青年学級に参加しいるものは4.13表か
らは18名となっている。そのうも男子17名，女子1名で， 大部分の13名が農業
自営青少年であるところに特長がある。このことは，昭和31年3月1日現在で
調査した巻青年学級の笑態にもはつぎり現われている。すなわち参加者52名
中42名 (8割)が農業青少年であるこ之と共通している。この事実は，
巻青年 学 級 の 実態
~ ~ 
'-、ー
14.19表 さ't級生の職業(昭31.3.1現在〉 4.20~史 学級生の家庭の職業
.職業 |農業l空'ピ2121
人数|“!6 I見?????
令
昔十
?
52 
の青年学級が農業生活者のための教育という立場で考えられねばならないこと
を意味し，第二・三次産業従事青少年の参加者はオブザーバーのような存在で
はないかということである。事実，実態調査の作・間学習時間数と学習主題をみ
ると，職業科に178時間，一般教養に72時間，家庭科に50時間となっており，
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職業は男子のみが対象となり，農業関係の内容となっている。一般教養と家庭
科は男女ともに学習するコースであるから農業関係を除けば一般教養と家庭科
しか履修できないことになる。農業青年以外の勤労青少年を満足させるためK
は，他に方言たを諦ずる必要があるのであるまいか。巻青年学級のみの問題では
ないが， 10中学校区31機関の調査を適していえることは，一般的概念教育の形
態からぬけでていなし、のでないかと思われる段階にあるようである。このこと
は，勤労青少年教育が対象とする人聞がどういう人間であるかということから
発して，その心の中に入りこんでゆくことによって成り立つのであるという ，
教育の現実性を認識し，反省し声す必要があるということである。
4.22表 青年学級?と参加していない事情
子一一一 回答数け|男
参加しなし占J~一一一一一一 ~人数 | % 人数| ro 
1 脊年学級がないから 30 40.1 
一 一
2 場所が途し、から 5 6.9 5 5.(J 
一一
3 程度が低くて役に立7こなし、 2 ~.7 1.1 
4 科合目わも少なし、し， 内容も自分の求めてし、るも 一
のと い 4 5.4 1 1.1 一 一
5 ~絡がもらえない 1.4 
一 一
6 体がたえられない 1.4 3 8.8 
一 一7 時間の余ゅうがない 11 15.1 23 25.8 
一8 遊び仲間の集りだから 1.4 2 2.2 
一
9 いっているのは自分たちと別の仲間だから 4 5.4 1 1.1 
一一一 一10 肉親が賛成しない 。 4 
1 J その他 14 19.2 14 15.7 
一
‘ 
計 73 100.0 89 99.7 
巻青年学級が，現実に農業青年のための教育機能を果しているということは
一つの性格づけが生徒によって行われ，そういう ものとして認められてきて，
それ以外のものでなくなってきつつあるということであって，農業青年以外の
ものではないと現実的に限定されたととになりはしないか。
こう考えると，農業青年以外の青少年をどうして教育の網の中へ入れて来る
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かは，現状の巻青年学叡の枠の中で・考えられではならないということになる。
もう一度勤労青少年の側から考えてみる必要がありはしまいか。現実の枠をか
えないで，この形の中へ商工青少年を入れて来ようというような考え方では，
ここの背年学級の発展は望めないのであるまいか。
次に青年学級に参加していない事情をみてみると，男女とも脅年学級がない
からと回答したものが4割前後ある。この事笑はJ脅年学級の存在が少くとも
4割の青少年には無縁となっているということであって，青少年に魅力的存在
となるためには今後の努力が要請されるわけである。
4.4.4. 4 Hクラブについて
巻4Hクラブは昭和28竿3月に誕生した日浅い存在であり，設立当初10名の
グラブ員で出発している。 4.13表でも10名の参加をみているが， 31年3J.Jの調
査では8名となっており，うち20才以下男7名， 20才以上の男1名となってい
る。これら青少年が青年学級に参加しないて・クラブを結成している理由は，大
休次のようなものである。(面接の結果えたもの〉
1 お互いの生活環境が似ており，したがって共通の目標をもっている。
2 農業経営について研究意欲が強く ，青年学級のような一般教科の教育方
1. 式〈勉強型〉ではあきたらず，生産と直結するものを欲している。
3 腎年学級は週1. 2回の一般学習が主体となり，つっこみが足らない。
それに年令差を無視して同じ学級に入れられ同じ講義をきくのがいやだ。
距離的にいっても遠い。
以上の理由から，農業自営青少年を主体とする同志的結合が，彼等自らの力
で自らを教育する自己教育活動を取入れたことは当然であって，背少年教育の
理念にもかなっている。指導者は地区農業改良普及員があたり，各自が研究題
目を設定し，他に共同研究をもっている。
青年学級が，こうした4Hクラブとならんで農業自営者の教育を担当するな
らば，少くとも 4Hのように青少年に魅力を与支る存在とならねばならないこ
とを指摘できる。否，4 H以上の魅力的存在とならなければ，4廷に吸収され
ていくのであるまいか。また別な考え方をすれば，形式はともあれ，4 Hこそ
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φ 
は部落における青年学級であって 2 ただ文部省の補助金の対象となっていない
のだともいえる。
4.4;5. その他の問題点
巻町l乞おける勤労青少年の教育機関として，定時制}の問題や青年学級，さて
は4Hクラブなどに及んできたが，これらの教育機関が，真に勤労青少年の教
育機関たるためには，青少年の生活実態に即応した教育形態，教育内容が望ま
しいことを明らかにしてきた。そ.のためにまず，巻町に生活している青少年に
はどんな型類の青少年がいるのかをみ，それら青少年の将来の運命などを併せ
考えて，教育機関の好ましいioり方を指向してみたわけである。
(1) 農業自営者のためには青年学叡が， 4 Hクラプとともにその4錯Uを果して
いる。青年学級の項でもふれたように，、対象となる青少年のための教育内容
を考えるとぎ，いろいろのグイプの青少年をーしょにして，それらに共通の
一色の教育!'i.抽象的，概念的になり，従って青少年に魅力を感ぜしめる教育
内容を編成することはできないことをのベた。
(2) 農家の抱えこみこ・三男に対する教育は，第3章でふれてあるが，巻町に
おいてはその数が比較的少なかった (4.2表参照〉。農業女子?青年について
は，その大部分が現職継続の意志表示をしているのではあるが，これらの中
から10名の青年学級参加者を見ていることはくとの調査の4.13表には回答者
がなかったが，4.21表には12名みられる)，彼女等が定時制に進学できないで、
手近かな青年学級を選んだものとして見逃しではならなし、。女子青年は，農
業従事者であれ，商エ従事者といわず，将来は何れかの家庭婦人として生活
寸ることは間違いないことであってi家庭生活者としての教養を身につける
ことは，悶Tの発展にとって欠くことのできない要素である。ただ家庭生病者
としての教養とは必ずしも料理，お花，裁縫ばかりではな町、。むしろ家庭と
社会との連関といった広い視野からの，現代社会の家庭生活に処していける
主婦をこそ望みたいb 彼女等の第二の人生が"家庭と社会との連闘に自を聞
いて行われるならばp 家庭生活の改善も期して待つべきものがあろう。
(⑤ 菊工青少年の中かは，定時制進学者の85%が出ているが，これらは町の中
小企業に通勤している工員を主体としていることはさきにふれた。しかし，
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同じ工員でも燕の洋食器工場を主として通勤しているものが，男子に24名，
女チに1名いた。これらの青少年を教育の網の中に入れるにはどうしたらよ
いのであろうか。朝は早く ，夕方選く帰ってくる彼等に与えられる時聞は夜
宏おいてない。それもよほどの決心をもたねば就学を続け得まい。しかも彼
等が真に何を欲しているかを考えるとき，職場あるいはいくつかの工場の連
合体になる技能者義成施設が実現されるべきではらるまいか。文部省がこの
種養成施設の教育内容を，もっ之定時制高校の教育課程に近いものに改め，
単に実按ばかりでなく， 一般教養も取り入れて，定時制高校の「分校Jか
「出張指導」として認めたい考えがあるというが，近代産業のにない手を養
成する方法として是非実現させてほしいものでゐる。燕へは巻からだけでな
く，附近町村から多数の青少年が通勤している。それ等青少年を対象とする
近代的養成施設が業者によって設立されるならば，単に事業場のプラスとな
るのみでなく，わが国産業の前進に大きく寄与するのではあるまいか。
(必 まずこ職人を志している青年も14名を数えた。彼等が徒弟的な教育に身をゆ
だね，伝習的な技術を身につけていく過程は，いかにも非近代的な感じをう
ける。この種教育にも近代的方訟が考えられないだろうか。例えば，理容，
美容，あるいは洋裁といったごし同種の技術を必要とする職種の青年を集
めることによって，職業補導的な教育も可能とすることができる。恵まれな
い青少年の教育がいつまでも放置されることは許されない。教育者も為政者
も一般社会人も，そして産業従事者もこぞって，次代の勤労背少年の育成強
l イヒに自を尚けるべきである。
(5) 最後に中学校の教育に戸言ふれてみたい。中学校教育は義務教育であるか
ら，固で示した基本方向で‘教育を営んでいることはもちろん否定できないが，
しかし，この教育を学校教育の最終とするものが本県・でも 6割近くあり，巻
の中学校でもそれくらい見られた。それらの中からは3割前後の育少年が町
を離脱して他に職を求め，在町勤労青少年とともにきびしい産業生活の試練
の中に立たせられている。この現実t工学校教育に対する社会的要請の端的な
あらわれであって，学校教育の営みのなかにこの現実が毒透していか危けれ
ばなるまい。近時，高校入試のための準備教育などがやかましくいわれてい
るが，量的にいうならば，!日巻町の中学校卒業生でも4割前後でしかない。
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学校も社会もこの実情を直視して，忘れられがちの6割の教背広むしろカを
入れるべきではあるまいか。これは，中学校が準備教育に熱中して他の教育
を省みないといっているのではない。中学校を最終学校とするものへの配慮
を，もっと強化する必要があることをいっているのである。一人一人の教師
が，上級学校入学者への配慮以上にそのような態度で臨むと否とでは，学校
の雰囲気も異ってこようし，教育効果にも自ら異るものが生れるであろうこ
とはいうまでもない。
5.結 び
以上で，勤労青少年(ここでは高校段階年令青少年を対象としている〉の，
生活事情や教育事情からみた教育上の問題について，全県的視野からの問題点
を概観しs西蒲原郡下の純単作農村く漆山地区〕と出稼農漁村く浜絵地区)， 
および農村地帯の中心的vJ、都市(旧巻町〉における，具体的な問題と取り組ん
できた。西蒲原は日本の穀倉地帯として自他共に認められている。そのような
土地に育てられた青少年が，現在どのような生活事情のもとにおかれ，将来は
どんな運命をになっているのかを， 3地区の事例を通して予測するこ とができ
たように思われる。たとえば， 3地区にはいろいろの生活類型をもった青少年
がみられた。漆山地区では農業青少年が大部分をしめ，しかもそれらの74%が
ニ ・三男女にしめられ，農家二 ・三男問題の禍中にあることを知ると同時に，
それら青少年の生所事情に応じた教育編成の望ましい方向を画えてみた。浜松
地区は世kで知られている毒消し売り行商の多い地区である。農家の75%が1
町5反以下の小規模農家にしめられている事実が，二・ 三男を職人(主として
大工〉として村を離脱させるとともに，女子青年を行商という形にして，生活
の問題を解決しようとしている。そのような出穣地区には村に残った青少年の
教育を考えるとともに，行商者としての女子青年の教育が忘れられてはならな
いことを指摘した。!日巻町は郡都としての歴史をもっ名実ともに農村に依存す
る中心的な小都市であるが，ここで、は農，商，工青少年が混在しており，その
職業形態もいろいろに分化していることがみられた。この町の産業が底の浅い
1ー84
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発展性のないことから，青少年の5割が町を離脱しており，町の産業社会に位
置づいているものにも不安定なものがかなり見られた。農業自営青少年を除く
と，大部分の青少年は中小企業に従事し小市民的生活を送っている。これら青
少年の教育は一般的概念教育お離れて，真に彼等の要求や生活事情にあわせて
行われなければ効果をあげえないであろうことをのベた。
このようにみてくると，三地区の教育編成上の問題点は，これを西新原郡内
に広げても，みる角度に異なった視点が数多く出てくるようには思われない。
この意味ではじめにもふれたごとく ，郡内青少年の生活事情や教育事情の予測
が成り立つわけで‘あって，郡内lO中学区の他の7地区にふれることはできなか
ったが，各地区の突態を2.5表や2.2図からのみでも，かなりに下想できるので
はあるまいか。今回，紙数の都合でのせることのできなかった部分について
も，他Hを期して発表するとともに，大方の御叱正をえたいものである。
終りに，この調査に心から御協力くださった西蒲巻，峯岡，浜松，岩室，和
納，吉田，漆山，舎郷，内野，黒埼各中学校の先生方，巻農業高校定時制の先
生方，および，他に御協力をいただいた社会教育関係主慕，公民館関係，農業
改良普及員の方々に深甚の謝意を表する次第である。
， 
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義務教育8か年を終った高等学校教育年齢段階の青少年の生活一事情や教育事
情について，五つの主題にまとめて一応の報告をすることができた。はしがき
にもあるとおり，ここにまとめられた研究は， 現在われわれが行っている「高
等学校教育立地研究」の前駆をなすものであり ，基底的なものである。これら
の研究Jをふんまえて， さらに大きな仕事・がよこたわっていることを，思う主，今
後巴残された課題の困難さが思いやられる。
「高等学校教育立地研究Jは，あくまでも現実的な基盤区立脚しながらも，
将来の教育へのアイデアを描こうとしている。 与えられた白紙の上にいま素描
が進められよ5としているの昭和27年1以来のクグザコF スが，どうや.ら終点を
望みうるところまで辿りついたことになる。蛇足のようではあるが，これまで
歩んだ道をふり返ってみることも，これからの研究主の関連で大切で、あり，こ
こにま主められ七tt事の意義を明らかにするごとになると思われるので，年吹
きどおってまとめてみることとする。
昭和27年度 基礎研究の段階
昭和26竿，産業教育振興法の制定とともに，本県にも産業教育審議会が設置
され，その重要な仕事のーっとして産業教育総合計画の作成が行われることと
なった。そして研究所は本庁各課とともi乞実質的な原案作成の仕事を分担する
ことになった。産業教育総合計画の内容は，産振法第3条によって大路次のよ
うな諸領域にわけられる。
1 .生徒定員および学校配置計画
2 教育内容および方法の改善計画
3 施設設備の充実計画
4 教職員の現職教育ならびに養成計画
5 産業界との協力計画
このうち，研究所は，指導課〈現学校教育課〉とともに 「教育内容および方
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ー挫の改善計画Jを立案するために必要な研究を分担することとなった。そして
昭和27年の暮から翌28年春にかけて「社会の必要とする産業人」について，産
業社会有識者，高校卒業生のうち就職者，高校教師等を対象とした諸調査が構
相されたのである。
昭和28年度 高校卒業生と産業との結びつき
昭和28年4)j，前年度にたてられた構想のうち，高等学校卒業生のうち就職
している者を対象とした調待がまず行われたのそれがく高等学校〈通常課程〉
卒業生の就業状況調査〉である。 これは卒業生の職務内容や学校教守につい
ての意見などを調査することによって産業が学校教育とどう結びつくかを明ら
かにし，教育内容を検討する手がかりをえようとしたものであった。
次に実施したのはく高等学校(通常課程〉卒業生就業分布調査〉である。
前の調査が蔵業状況に関する質的調査であるとすれば，この調査は，それに対
応する量的調査ということができる。すなわちp 最近三か年の卒業生が，どの
地域の，どんな産業および事業所にどれだけ入っているかを調査することによ
って，地域産業と卒業生との直接的な結びつきかたを明らかにしようとしたも
のである。卒業生に関するこれらの調査は紀要第10築く学校と職場のむすび
つき>としてまとめられた。
このような調査と取り組んでいるうちに，つぎのように研究計画構忽が次第
に発展深化していった。すなわち「産業教育の総合計画昨，まず産業の現状と
動向をおさえ，次いで教育の現状をおさえ，その問者の切り'むすぶところに策
定がおこなわれるべきで為ろう。したがって，産業の現状と動向を適確にとら
えこれを計画化したものがなければ，基本的に溢業教育計画の策定は不可能で
あるといえる。そして変動する国際情勢の中に浮動する日本産業の現状と，白
血主義経済体制そのもののもつ本質を考えるとき，確信にみちた産業教育計画
の策定は不可能でゐろう Jこういう本質論を展開してくるときは産業教育計画
の策定は全くのナンセンスとなってしまうのである。しかし，崖業教育の現状
と国家的課題を考えるとき，じんぜんと手をこまねいているわけにはいかな
レ。ここでこのころ発足した本庁各諜のエキスパートで構成する産業教育総合
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計画作成専門委員会の決定にしたがうて，とりあえず「通常制高等学校の課程
配置および定員計画Jめ策定を行う ととになり，県産業教育総合計画の樹立に.
歩を印すこ主となったのである。
昭和29年度 高等学校職業課程定員計画樹立の
ための基礎研究
J この研究は，さきに実施したく高等学校卒業生就業分布調査>の発展した
かたちでおこなわれた。分布調査からは，産業と教育の結びつきが卒業生の就
業状視によってとらえられたが，これは，社会の必要を明確にとらえそれに応・
じて教育の人材養成計画をたてるための資料としては間接的なものだった。そ
れで，直接的に，産業界の学校教育に対する「需要」を量的に把握するしごと
が企画された。
すなわち，なんらかの手段で将来の本県産業別労働人口を推計する。つぎに『
現在の事業所，官公庁における高等学校卒業程度従業員の総従業員に対する比“
率をあきらかにすれば，将来の産業別労働人口に現在の比率を乗ずることによ
q て，将来の産業別高等学校卒業程度従業員の数を算定することができるので
なん、か。将来の数が求められるならば，これと現在の数との差はすなわち教育
の測が養成しなければならない数であるとみられてよい。
このような構想をうちたてるまでには，文部省が直轄の国立大学について進"
めつつあったく社会的要請にもとずく人材養成計画〉が力強い観点を与えて
くれた。
そして， 一方では県企画課の諾資料によって昭和38年度本県産業別労働人口
の概数をあきらかにし， 一方では県白10人以上の事業所σこだし学校関係を除:
く)5849から規模別に四つの層にわけて抽出を行い，1526の標本をえ，これに
官必庁533を加えたものを調査対象として質問紙調査を実施し，学歴別の従業・
員構成状況ならびに最近五か年の新規採用者数を明らかにしずと。このことから
現在の事業所，宮公庁における高等学校卒業程度従業員の総従業員に対する比:
率がわかり，昭和38年度における推定本県産業別労働人口に，現在の比率をカL
けあわぜて，38年度における産業別高等学校卒業程度従業員の数を一応算定すー
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ることができたわけである。なお，農業自営者の養成計両については別途調査
をおとなって高校進学可能農家数の算定を実施した。これらの研究は<高
等学校職業課程定員計画樹立のための基礎研究>之して，同時におこなった
<高等学校の現状分析>く新潟県産業の分析>の三部作にまとめられ，昭和
28年7月新潟市に開催された北海道・東北七県産業教育審議委員協議会に，本
県産業教育総合計作成専門委員会の名で資料として提出された。
昭和30，31年度 高等学校教育立地に関する研究
昭和29年度は，主として労働市場における県内高等学校卒業生の量的需要の
将来が，どういう変化をたどっていくであろうかということを推定するしごと
をおこなってきたが，このしごとをさらに進めたかたちで，昭和初年度は高等
学校の立地事情を具体的に考えてみようとした。高等学校計画の対象となる教
育人口をどう見とおしていったらよいかという点で，いままでのしごとの目標
につらなっているわけである。このような性質のしごとを，特に 「立地研究J
之いう側面から考えていこうとしたのは，次のような事情によるものである。
それは高等学校の生徒収容規模や教育編成のありかたそ規制すると考えられ
る産業的，社会的事情を，具体的に一定の地域において考えてみなければ，全
県的な見とおしに確信をもつことがむずかしいということである。一定の地域‘
に.1<>'.、て，高等学校といういれものの大ぎさと，その大きさに実質を与えると
ころの教育編成のありかたを具体的に芳えてみることによって，高校教育人口
に対する計画的配凪の基礎を見出していくことの必要を感じたからである。こ
こで教育編成というのは，普通課程と定時制課程の規模をどう保たせていくか
ということや，職業教育をおこなう各課程聞の規模，定時制の編成形態ーたと
えば，短期産業教育課程というような教育形態などーを，どうしていくかとい
う問題をさしている。そういう教育編成上の問題は，それぞれの学校や課程を
現に成りたた吃ている社会的事情や産業生活の事情を明らかにしていくのでな
ければ解決することがむずかしいとおもわれる。高等学校の教育に産業性を与
えていかなければならないとよくいわれるが，そのためには，それぞれの学校
や課程が，どんな教育地区のうえにたって，どういう性格と役割をはたしてい
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かなければならないかというこ之なくしては，現実性をもつことができないは
ずである。そういう考えで，学校や課程が，中学校の辛業生をどれだけの間同
で収容していくことがのぞましいかということを考えてみようとすることを
l立地研究」とよぶことにしたのである。
一つの高等学校や一つの課程は，その学校やその詳濯に進学してくる市，町
村の中学校卒業後の青少年がどういう生活の進路をたどっているかということ
に目をおうていて，その規模や課程の編成をのぞましいありかたでおこなうこ
とができるであろうか。それぞれの町や村の高等学校該当年齢の青少年を，ど
う教育的に編成していかなければならないか，それはどれだけの数であるかと
いうことを考え，そういう全休の見とおしの中で，通常課程や定時伽IJ，青年学
級その他の教育組織との間じきりや生徒数を考えていく必要がある。一つ一つ
の町や村は，義務教育を終えた青少年!と教育の機会を与えていく必要や能力を
どういうかたちでもっているか，それに対して高等学校や課程は，どういう適
合のしかたをしているであろうかということを検討してみなければならないは
ずである。教育の機会均等化がどれだけ実現されているかということは，進学
者数だけで制りきることはでぎない。高等学校の年齢段階の教育が，各町村の
青少年に必要な教育の実質をどれだけもっているかということから，教育機関
のありかたをみなおしていくことになったのである。
このようなしごとをおこなっていくためには，かなり こまかい密度の調査が
なされなければならない。そのために，一方では全県の問題点を概観する調査
を進めながら，特定の地区における研究を之りあげることになり，巻高等学校
・巻農業高等学校のおかれている西蒲原地区が研境対象地医として選ばれた。
なお女チの臓業詳屈である被服辞曜のありかたを具体的に考えてみるために，
柏崎常盤高等学校地区が選ばれた。そして，これらの高等学校は，研究協カ学
校としてしごとそ進めてきたわけである。
次に，調査を進める手願としては，はじめに，現におかれている学校や課程
が，どういう立地条件のうえに立っているかをはっきりさせてみようとした。
そして現状のゐりかたにどういう問題があるかを明らかにしたうえで，この地
区における青少守-教育機関のありかたについての具体的な構想と輪郭をえがい
ていくことになる。これらのうち前段の仕事が五つの主題にまとめられたわけ
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であって，後段の仕事は今後に残されている。それ等については後日機会をえ
て記要としてまとめる予定である。
.<勤労青少年の教育編成に関する調査>は，国立教育研究所との共同研
究として実施したものであるが，この調査を通じて直接，間接に御教示を
うけ御支援下さった次の先生方に深甚の謝意を表する。
。先若井竜也(国立教育研究所只〉
。大野 達太郎 ( 1I ) 
。山口忠信 ( 1I ) 
-最後にこの報告書はつぎの所員が執筆を分担した。
。北原氏平
。武藤惇
o栗賀貫次
。本間 忍
-191ー
